
(様式第 10)

東邦大森院（総）第３-５０号

令和 ３年１０月 １日

厚生労働大臣 殿

開設者名 学校法人東邦大学

理事長 炭山嘉伸

東邦大学医療センター大森病院の業務に関する報告について

標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和 2 年度の業務に関して報告します。

記

1 開設者の住所及び氏名

住 所 〒143-8540 東京都大田区大森西５丁目２１番１６号

氏 名 学校法人東邦大学

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。

2 名 称

東邦大学医療センター大森病院

3 所在の場所

〒143-8541 東京都大田区大森西６丁目１１番１号 電話(03) 3762 － 4151

4 診療科名

4-1 標榜する診療科名の区分

〇1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜

(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2 標榜している診療科名

(1)内科

内科 〇有 ・ 無

内科と組み合わせた診療科名等

1呼吸器内科 2消化器内科 3循環器内科 4腎臓内科

5神経内科 6血液内科 7内分泌内科 8代謝内科

9感染症内科 〇10アレルギー疾患内科またはアレルギー科 〇11リウマチ科

診療実績

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。

2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。

(2)外科



外科 〇有 ・ 無

外科と組み合わせた診療科名

○1呼吸器外科 ○2消化器外科 3乳腺外科 4心臓外科

5血管外科 ○6心臓血管外科 7内分泌外科 ○8小児外科

診療実績

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名

○1精神科 ○2小児科 ○3整形外科 ○4脳神経外科 ○5皮膚科 ○6泌尿器科 7産婦人科

○8産科 ○9婦人科 ○10眼科 ○11耳鼻咽喉科 ○12放射線科 13放射線診断科

14放射線治療科 ○15麻酔科 ○16救急科

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

(4)歯科

歯科 〇有 ・ 無

歯科と組み合わせた診療科名

○1小児歯科 ○2矯正歯科 ○3口腔外科

歯科の診療体制

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名

1 心療内科 2 脳神経内科 3 呼吸器科 4 消化器科 5 循環器科 6 形成外科

7 美容外科 8 性病科 9 肛門科 10 気管食道科 11 リハビリテーション科 12 病理診断科

13 14 15 16 17 18 19

20 21

(注) 標榜している診療科名について記入すること。

5 病床数

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計

36床 床 床 床 880床 916床



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

職 種 常 勤 非常勤 合 計 職 種 員 数 職 種 員 数

医 師 260人 192人 432.8人 看 護 補 助 者 10人 診療エックス線

技師

0人

歯 科 医 師 3人 4人 6.6人 理 学 療 法 士 15人 臨床

検査

臨床検査技

師

98人

薬 剤 師 68人 4人 71.6人 作 業 療 法 士 6人 衛生検査技

師

0人

保 健 師 269人 0人 269.0人 視 能 訓 練 士 8人 そ の 他 0人

助 産 師 74人 0人 74.0人 義 肢 装 具 士 0人 あん摩マッサージ指圧師 0人

看 護 師 678人 15人 687.9人 臨 床 工 学 士 21人 医療社会事業従

事者

6人

准 看 護 師 3人 0人 3.0人 栄 養 士 2人 その他の技術員 58人

歯科衛生士 5人 1人 5.1人 歯 科 技 工 士 0人 事 務 職 員 129人

管理栄養士 16人 1人 16.9人 診療放射線技師 59人 その他の職員 15人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。

3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

7 専門の医師数

専門医名 人 数 専門医名 人 数

総合内科専門医 43 人 眼 科 専 門 医 11 人

外 科 専 門 医 46 人 耳鼻咽喉科専門医 10 人

精 神 科 専 門 医 8 人 放射線科専門医 7 人

小 児 科 専 門 医 26 人 脳神経外科専門医 10 人

皮 膚 科 専 門 医 6 人 整形外科専門医 12 人

泌尿器科専門医 16 人 麻 酔 科 専 門 医 8 人

産婦人科専門医 29 人 救 急 科 専 門 医 6 人

合 計 238 人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

管理者名（ 瓜田 純久 ） 任命年月日 令和 3 年 7 月 1 日（前回任命：平成 30 年 7 月 1 日）

セイフティーマネジャー 平成 19 年 4 月～平成 22 年 1 月。

医療の質会議への出席、医療安全管理委員会・安全管理対策委員会への助言。

管理者任期は 1 期 3 年間で、令和 3 年 10 月 1 日現在は 2 期目の 1 年目。



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

１日当たり平均入院患者数 633.9人 4.0人 637.9人

１日当たり平均外来患者数 1,849.7人 52.3人 1,902.0人

１日当たり平均調剤数 1,013.8剤（入院：892.0剤，外来：121.8剤）

必要医師数 171.7人

必要歯科医師数 4人

必要薬剤師数 24人

必要（准）看護師数 382.35人

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。

3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。

4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。

5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

10 施設の構造設備

施 設 名 床面積 主要構造 設 備 概 要

集中治療室 246.69m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート

病 床 数 9 床 心 電 計 ○有・無

人工呼吸装置 ○有・無 心細動除去装置 ○有・無

その他の救急蘇生装置 ○有・無 ペースメーカー ○有・無

無菌病室等 ［固定式の場合］ 床面積 34.45m 2 病床数 1 床

［移動式の場合］ 台 数 7台

医 薬 品

情報管理室

［専用室の場合］ 床 積 32.80m 2

［共用室の場合］ 共用する室名

化学検査室 615.32m 2 （主な設備）生化学自動分析装置

細菌検査室 216.56m 2 （主な設備）微生物検査装置・顕微鏡

病理検査室 451.79m 2 （主な設備）顕微鏡

病理解剖室 93.84m 2 （主な設備）解剖台

研 究 室 93.84m 2 （主な設備）クリーンベンチ・CO2インキュベーター

講 義 室 342.56m 2 室数 3室 収容定員 198 人

図 書 室 72.21m 2 室数 1室 蔵 書 数 1,142冊程度

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

紹 介 率 89.3 ％ 逆 紹 介 率 67.1 ％

算

出

根

拠

Ａ：紹 介 患 者 の 数 21,229 人

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数 18,276 人

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数 3,094 人

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数 27,227 人

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。

2 「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

梅田 勝 東京工科大学

医療保健学部

学部長（医師）

〇 医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者

有・〇無 医療に係る安全管

理又は法律に関す

る識見を有する者

その他の学識経験

を有する者

小林 七郎 弁護士（東京弁

護士会）

法律に関する識

見を有する者

有・〇無 医療に係る安全管

理又は法律に関す

る識見を有する者

その他の学識経験

を有する者

岩本 裕 NHK チーフ・プ

ロデューサー

医療メディアに

関する識見を有

する者

有・〇無 医療を受ける者そ

の他の医療従事者

以外の者

高松 研 東邦大学 学長

（医師）

医療に関する識

見を有する者

〇有・無 医療に係る安全管

理又は法律に関す

る識見を有する者

その他の学識経験

を有する者

盛田 俊介 東邦大学医学

部 学部長

（医師）

医療に関する識

見を有する者

〇有・無 医療に係る安全管

理又は法律に関す

る識見を有する者

その他の学識経験

を有する者

有・無

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無 〇有・無

委員の選定理由の公表の有無 〇有・無

公表の方法

病院ウェブサイトにて公開
https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/evaluation/audit.html



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

なし

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

6人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

（様式第2）



医療技術名： 実態模型を使った顎再建 取扱い患者数 2 人

医療技術名： 顎欠損に対する顎骨支持型補綴装置を用いた咬合再建 取扱い患者数 1 人

医療技術名： 重症自己免疫水疱症の集学的治療 取扱い患者数 5 人
当該医療技術
の概要：

医療技術名： パッチテスト 取扱い患者数 5 人
当該医療技術
の概要：

医療技術名： 先天性表皮水疱症の超微細形態学的病型診断 取扱い患者数 5 人
当該医療技術
の概要：

医療技術名： 腹腔鏡下手術 取扱い患者数 300 人
当該医療技術
の概要：

当該医療技術の概要：
顎骨支持型補綴装置（インプラント埋入を含む）を用いた咬合再建を行った。

重症天疱瘡、類天疱瘡に対し、ステロイド大量療法が効果不十分である場合に、免疫抑制療法、血漿交換療
法、大量免疫グロブリン静注療法を行い効果を上げている。

皮膚科では、スタンダードシリーズによる抗原検索のみならず、成分分析に基づく成分パッチテストを施行し、より
詳細な原因特定を行い、患者さんのみならず社会にアレルゲンの同行を追求することにより貢献している。

先天性表皮水疱症は、本邦で1,000人程度の患者数の稀な疾患である。生検皮膚を用いたモノクローナル抗体
による蛋白発現の検索および電子顕微鏡による超微細形態観察による病型診断を行っている。

腹腔鏡下子宮付属器癒着剥離術・腹腔鏡下子宮付属器腫瘍摘出術
腹腔鏡下卵管全摘除術・腹腔鏡下子宮卵管留血腫手術・腹腔鏡下子宮外妊手術
腹腔鏡下子宮筋腫摘出術・腹腔鏡下子宮全摘出術・子宮鏡下子宮筋腫摘出術

高度の医療の提供の実績

（ 2020年度実績 ）

3 その他の高度の医療

当該医療技術の概要：
CTのDICOMデータを用いた実態模型を石膏により作成して、そのうえで歯肉がんなどの顎骨離断を行った予想
を表現し、チタンメッシュトレーやプレートなどを屈曲して硬性再建（骨移植を含む）を行った。

（様式第2）



医療技術名： 胎児治療 取扱い患者数 44 人
当該医療技術
の概要：

医療技術名： 高度生殖補助医療 取扱い患者数 757 人
当該医療技術
の概要：

医療技術名： 婦人科悪性腫瘍手術 取扱い患者数 151 人
当該医療技術
の概要：

医療技術名： 遊離・有茎動脈皮弁術 取扱い患者数 40 人
当該医療技術

医療技術名：
顔面神経麻痺に対する側頭筋弁移行術・顔面神経移植術に
よる再建 取扱い患者数 2 人

当該医療技術

医療技術名： ナビゲーションシステムによる顔面骨手術・陳旧性顔面骨骨 取扱い患者数 5 人
当該医療技術

医療技術名： 難治性創傷に対する洗浄療法を併用した陰圧閉鎖療法 取扱い患者数 50 人
当該医療技術
軟膏塗布や創傷被覆材による保存的治療で創治癒が得られない難治性創傷に対して、陰圧閉鎖療法（洗浄療
法を併用したものを含む）を適用し、wound bed preparationを行い、感染の鎮静化と肉芽増生を図り、適切な時
期に植皮や皮弁、縫合処置を行う事で創治癒が得られる。

内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼
胎児胸腔羊水シャント術

採卵・胚移植

子宮悪性腫瘍手術
子宮付属器悪性腫瘍手術
円錐切除術

外傷、悪性腫瘍切除後欠損、難治性潰瘍、離開創などで、保存的療法や植皮などでは閉創困難な組織欠損に
対して、遊離皮弁あるいは有茎皮弁移植を用いて、整容的・機能的に満足度の高い形成手術を行っている。

顔面神経麻痺による顔面表情の非対称に対して、側頭筋弁移行術・顔面神経移植術により自然な笑いの再現
と、対称的顔貌の再現が可能となる。

顔面骨骨折の術中整復位評価と陳旧性顔面骨骨折による変形治癒に対する骨切り矯正手術に、ナビゲーション
システムを応用し、より的確で精度の高い手術が可能となる。



医療技術名： 皮弁栄養血管の血流視覚化・数値化による皮弁再建術 取扱い患者数 30 人
当該医療技術

医療技術名： 色素性疾患に対する治療 取扱い患者数 150 人
当該医療技術

医療技術名： 三次元合成画像を用いた手術シミュレーション 取扱い患者数 35 人
当該医療技術

医療技術名： 3Dプリンターによる実体モデルを用いた手術シミュレーション 取扱い患者数 20 人
当該医療技術

医療技術名： 術中脳機能モニタリング 取扱い患者数 60 人
当該医療技術

医療技術名： 神経内視鏡手術 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

医療技術名： 新生児先天性心疾患の内科的管理および外科的治療 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

神経内視鏡として硬性鏡、軟性鏡を用いて、下垂体腺腫の手術を行った。また、脳内血腫に対しても用いる。

新生児期に発症する重症先天性心疾患においては、適切な時期に手術を行うことが可能となるように、より専門
的な内科管理が必要である。新生児に対する外科治療では、手術の難易度が高いだけでなく、術中の麻酔も含
め、幼児以降の小児患者よりも綿密な管理が必要となってくる。術後においても、新生児の未熟性のために回復
が遅く、急激な悪化を示すことが多く、リスクを回避するために、専門医による管理が必須である。

皮弁再建手術において、皮弁栄養血管の位置、血管走行、血流量や血流速度・末梢血管抵抗指数など詳細な
血行動態を評価することは安全な皮弁移植のために重要である。超音波断層検査やICG血管造影、経皮的皮膚
血流測定（レーザー血流計、炭酸ガスモニタ）を用いて周術期の血流評価を行っている。

赤あざ（血管腫、毛細血管拡張症）に対するダイレーザー（Vbeam）治療や、乳児血管腫に対するβブロッカー
（ヘマンジオールシロップ）内服治療、青あざ（太田母斑・異所性蒙古斑）・茶あざ（扁平母斑・ベッカー母斑）に対
するアレクサンドライトレーザー治療を行っている。

頭部MRI、CT、DSAの画像データを用いて、三次元合成画像を作成し、各症例の手術方法に応じて、骨切りや脳
のリトラクトを行い、術前手術シミュレーションを行った。これにより、手術操作の円滑化、他医師およびメディカル
スタッフとの情報共有を図った。

前述の三次元合成画像の作成方法と同様に、頭部MRI、CT、DSAの画像データを用いて、三次元合成画像を作
成したのち、頭蓋底腫瘍など、特に解剖学的所見の立体的特徴の把握が重要な症例には、3Dプリンターで実体
模型を作製し、術前シミュレーションを行った。また、必要に応じて研究室内の手術用顕微鏡およびドリルを用い
て、実際の手術手技を行った。

脳腫瘍や未破裂脳動脈瘤の手術のほとんどで、術中モニタリングとして、MEP、SEPを行った。また年間15例ほど
手術を行っている脊髄腫瘍では、MEP、SEPとともに、積極的にBCRを行い、膀胱直腸障害のモニタリングを行っ
た。



医療技術名： 肺高血圧症における一酸化窒素療法 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

医療技術名： 小児先天性心疾患に対する心臓カテーテル検査 取扱い患者数 50 人
当該医療技術

医療技術名： 小児先天性心疾患に対する心臓カテーテル治療 取扱い患者数 8 人
当該医療技術

医療技術名： 肺高血圧症に対するEpoprostenol持続静注療法 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

医療技術名： 小児難治性白血病に対する集学的治療 取扱い患者数 15 人
当該医療技術

医療技術名： 先天性甲状腺機能低下症の診断と治療 取扱い患者数 50 人
当該医療技術

医療技術名： 成長ホルモン治療 取扱い患者数 35 人
当該医療技術

小児白血病を含む小児がん患者に対して多剤併用化学療法を行う．治療は極めて強力であり，骨髄抑制をはじ
めとして多岐にわたる有害事象が確実に発生するため，これらへの対応が重要である．治療には小児外科，放射
線科，脳神経外科，病理部などの協力が不可欠であり，これらの診療科とのカンファレンスを密に行い，最適な治
療を行う．一部の患者では自家造血細胞移植も併用する。

新生児マススクリーニングなどで発見された先天性甲状腺機能低下症の患者さんを対象としている。尿中ヨード
測定で母体からのヨード過剰の有無、甲状腺超音波検査で形態異常、位置異常の有無を確認し、病態の把握を
行っている。その後、成長発達に留意しながら、甲状腺ホルモンの補充療法を行っている。

成長ホルモン治療の保険適応がある、成長ホルモン分泌不全、ターナー症候群、SGA性低身長症、軟骨異栄養
症などの患者さんを対象にしている。必要に応じて、他のホルモン分泌不全の評価、成長ホルモン分泌刺激試験
や、頭部MRI、合併する疾患の有無を確認した後、副作用などに留意して、成長ホルモン治療を行っている。

高度の肺高血圧を伴う先天性疾患において、術後に肺高血圧クリーゼを来すことがある。この発作は致死的な状
態であり、一旦発症すると回復することが困難となる。術後、このクリーゼ予防のため、血行動態をより安定化させ
る必要があり、一酸化窒素療法が重要な治療戦略の一つになっている。適切な投与量をモニタリングしながら、
副作用に留意すべき治療であり、専門医による管理が必要である。

小児の先天性心疾患では、体格が小さいことだけではなく、その解剖学的な複雑性から、カテーテル手技の難易
度は極めて高い。アクセスする血管が細く、脆弱であるため、高度の技術を要する。また、検査中に呼吸状態や
血行動態が不安定になるリスクが高いため、カテーテル術者だけでなく、看護師、技師を含めたチームでの管理
が必要になってくる。

動脈管開存症、肺動脈弁狭窄、肺動脈狭窄などに対する、経皮的コイル塞栓術や経皮的バルーン拡張術を
行っている。これらのカテーテル治療では、乳幼児の開心術を回避することができ、先天性心疾患の術後に残存
した病変に対しても、再手術を回避することができる。しかし、技術的に難易度が高く、適切な手技と治療デバイ
スの選択が必要であり、専門医によってのみ行うことが出来る。

小児期に発症した肺高血圧症に対して、Epoprostenol持続静注療法の使用経験は他の施設に比して、当院では
多い。100万人に1-2人程度の発症率であるが、専門施設としてより多くの症例の経験を積んでいる。本治療にあ
たり、埋没型カテーテルの挿入が必要であるが、血行動態が不安定な場合、術中に急変するリスクが高い。この
ため、麻酔科、外科とも綿密な治療計画を立てて、手術にあたっている。持続静注の投与量に関しても副作用に
留意しながら、症例毎に適切な投与量を設定する必要があり、専門医による管理が必要である。



医療技術名： 新生児の体腔穿刺 取扱い患者数 12 人
当該医療技術

医療技術名： 新生児重症辛疾患の内科的管理及び外科的治療 取扱い患者数 28 人
当該医療技術

医療技術名： 新生児遷延性肺高血圧症における一酸化窒素吸入療法 取扱い患者数 8 人
当該医療技術

医療技術名： 肺サーファクタント補充療法 取扱い患者数 35 人
当該医療技術

医療技術名： 気管支肺異形成症・気胸予防に対する高頻度振動換気療法 取扱い患者数 20 人
当該医療技術

医療技術名： 未熟児動脈管開存症に対する薬物的閉鎖療法 取扱い患者数 22 人
当該医療技術

医療技術名： 臍動静脈脈カテーテルによる循環の管理 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

新生児呼吸窮迫症候群に対し、期間内人工肺サーファクタント補充療法を行った。

気管支肺異形成症・気胸予防に対し高頻度振動換気療法を行った。

未熟児動脈管開存症に対し､心エコー検査で評価した後イブプロフェン、インドメタシン静注療法で閉鎖させた。

臍動脈にカテーテルを挿入し､動脈圧を常時モニター、臍静脈からの循環作動薬を用いて7重症新生児の循環
管理を行い予後を改善した。

新生児気胸に対する脱気、胸水腹水に対するドレナージ治療を行った。

チアノーゼまたは重症心不全を呈する新生児早期の先天性心疾患に対するPGEI製剤などによる内科的治療及
び新生児早期の開心術、短絡術を随時施行している。

新生児遷延性肺高血圧症に対し、微量のNOガスを投与した。



医療技術名： 新生児重症外科的疾患の治療並びに管理 取扱い患者数 50 人
当該医療技術

医療技術名： 水頭症に対するリザーバ留置術 取扱い患者数 1 人
当該医療技術

医療技術名：
中心静脈カテーテル（臍静脈カテーテルを含む）による高カロ
リー輸液 取扱い患者数 54 人

当該医療技術

医療技術名：
未熟児網膜症に対するレーザーによる光凝固療法・眼内抗
VGF抗体注射 取扱い患者数 5 人

当該医療技術

医療技術名： 重症新生児仮死例に対する脳低温療法 取扱い患者数 3 人
当該医療技術

医療技術名： 胎児（心臓）超音波検査 取扱い患者数 208 人
当該医療技術

医療技術名： 低酸素吸入療法（窒素ガス） 取扱い患者数 3 人
当該医療技術

中心静脈カテーテル(臍静脈カテーテルを含む)を挿入し､高カロリー輸液を実施することにより､低栄養状態を改
善させた。

ｖ重症の未熟児網膜症に対し､眼科と協力してレーザーによる光凝固療法を実施して､失明を予防した。

重症仮死例に早期より脳低温療法を行い予後の改善をはかる。

胎児心臓超音波検査などにより正確な胎内診断に基づく出生後の管理につなげた。

肺高血流疾患の術前管理として当該療法により、肺うっ血の進行をコントロールし、術前状態を最適化した。

先天的奇形に基づく、新生児の消化器､呼吸器､体壁などの重症疾患を手術的に救命し､術後の管理を行う。

出血後水頭症に対し、リザーバ留置による治療を行った。



医療技術名： 重症感染症や早発黄疸に対する交換輸血 取扱い患者数 1 人
当該医療技術

医療技術名： 経胎盤的胎児不整脈治療 取扱い患者数 2 人
当該医療技術

医療技術名： aEEG(長時間脳波)による新生児けいれんの記録解析 取扱い患者数 5 人
当該医療技術

医療技術名： 関節リウマチ及び膠原病に対する免疫抑制薬の適正使用 取扱い患者数 700 人
当該医療技術

医療技術名：
関節リウマチ及び膠原病諸疾患に対する生物学的製剤の適
正使用 取扱い患者数 450 人

当該医療技術

医療技術名： 人工膵臓（グルコースクランプ検査） 取扱い患者数 24 人
当該医療技術

医療技術名： フラッシュ血糖モニターFGM (Flash Glucose Monitoring) 取扱い患者数 40 人
当該医療技術

厚労省認定の当該技術により重症胎児不整脈（頻脈性及び徐脈性）を胎内で治療し、その予後改善につなげ
た。

重症新生児仮死や新生児けいれんに対して発作型や治療効果判定に応用した。

種々の免疫抑制薬が、関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、多発性筋炎/皮膚筋炎、血管炎症候群などの膠
原病に対して使用されているが、安全性を十分に考慮した適正使用を行った。

TNF阻害薬などの生物学的製剤が、関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、血管炎症候群、ベーチェット病、成
人発症Still病、強直性脊椎炎などの膠原病諸疾患に使用されているが、安全性を十分に考慮した適正使用を
行った。

インスリンを持続的に注入し、同時にグルコースを注入し続けて、肝臓や筋肉のインスリン抵抗性（感受性）を調べ
る検査。

皮下組織に専用のセンサを装着して、連続的に皮下のグルコース（ブドウ糖）濃度を記録し、非接触型リーダーに
よって血糖を確認できる技術。

重症の感染症や早発黄疸に対する交換輸血で生命予後の改善につなげた。



医療技術名： SAP (Sensor Augmented Pump) 療法 取扱い患者数 17 人
当該医療技術

医療技術名： 選択的副腎静脈サンプリング法 取扱い患者数 13 人
当該医療技術

医療技術名： 径気管支凍結生検（クライオ生検） 取扱い患者数 20 人
当該医療技術

医療技術名： オープン型ステントグラフト内挿術 取扱い患者数 20 人
当該医療技術

医療技術名： 胸部大動脈ステントグラフト内挿術 取扱い患者数 15 人
当該医療技術

医療技術名： 腹部大動脈ステントグラフト内挿術 取扱い患者数 25 人
当該医療技術

医療技術名： オフポンプ冠動脈バイパス術 取扱い患者数 2 人
当該医療技術
超高齢者、低心機能、重度基礎疾患を有する虚血性心疾患症例に対し、人工心肺を用いず、心拍動下で冠動
脈バイパス術を行う。

パーソナル持続血糖モニター機能を搭載したインスリンポンプ療法で、低血糖が予想された際にインスリン基礎
注入を自動的に中断したり再開できるシステム。

副腎静脈サンプリングの際に副腎内支脈別採血により，原発性アルドステロン症をより精確に診断できる技術。

凍結生検（クライオ生検）とは、凍結剤（二酸化炭素）で冷却したプローブを肺組織に接触させることにより、気管
支・肺抹消組織及び気管支内の異物を凍結させ、組織の採取及び異物除去を行うことができます。

弓部大動脈瘤や急性大動脈解離において広範囲弓部大動脈置換術が必要な場合に、反回神経麻痺などの合
併症を回避し、また二期的に治療を可能にする新しい術式である。

超高齢者、重度基礎疾患、開胸術の既往のため、従来の開胸、人工心肺使用による人工血管置換術ではリスク
が高い症例に対し、本術式を行う。

超高齢者、重度基礎疾患、開腹術の既往のため、従来の開腹による人工血管置換術ではリスクが高い症例に対
し、本術式を行う。



医療技術名： 弁形成術 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

医療技術名： 経カテーテル的大動脈弁置換術 取扱い患者数 5 人
当該医療技術

医療技術名： 複雑心奇形に対する低侵襲外科手術 取扱い患者数 40 人
当該医療技術

医療技術名： 新生児重症心疾患の内科的管理及び外科治療 取扱い患者数 20 人
当該医療技術

医療技術名： 冠動脈ステント留置術 取扱い患者数 403 人
当該医療技術

医療技術名： 血栓吸引療法 取扱い患者数 55 人
当該医療技術

医療技術名： ロータブレーダー 取扱い患者数 24 人
当該医療技術

冠動脈の閉塞病変において血栓を機械的に吸引し、末梢塞栓を防ぐ方法である。単純に血栓を吸引する方法と
バルーンを拡張させてその末梢の血栓を吸引するｄｉｓｔａｌ ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ ｄｅｖｉｃｅに分けられる。後者は末梢塞栓
が問題となる変性静脈グラフト病変の待機的治療においても極めて有効である。

冠動脈病変を機械的に取り除くアテレクトミーに属する治療である。先端にダイアモンドチップを 散りばめたバー
の高速回転（毎分15－20万回転）により病変を破砕し、末梢に洗い出す。透析患者などで高度石灰化病変では
有効であり、学会が認定する施設基準に基づいて本治療法が実施されている。

弁膜症に対し、自己弁を温存し弁機能を正常化する術式である。術後の抗凝固療法や抗血小板療法を必要とせ
ず、また、人工弁関連合併症を回避することができ、患者の術後QOLを高く維持することが可能である。

超高齢者、重度基礎疾患、胸部大動脈高度石灰化を有するなど、人工心肺を用いた通常の開胸手術に耐えら
れない症例にたいし、人工心肺を用いず鼠径部の動脈を経由し経カテーテル的に行う大動脈弁置換術。

重度心不全状態の複雑心奇形症例に対し、小切開および充填量が極めて少ない人工心肺装置を用いて生体侵
襲を低減し、手術成績の向上を図っている。

チアノーゼまたは重症心不全を呈する新生児早期の先天性心疾患に対するPGE1製剤などによる内科的治療及
び新生児早期の開心術、短絡術を随時施行している。

現在冠動脈インターベンション（ＰＣＩ）の中心的治療法であり、特に急性心筋梗塞では本治療法による迅速な血
流再開が必要である。冠動脈内に筒状の金属を留置する方法であり数種類のステントが臨床使用されている。



医療技術名： 末梢血管血行再建術 取扱い患者数 117 人
当該医療技術

医療技術名： 経皮的大動脈弁置換術（TAVI） 取扱い患者数 24 人
当該医療技術

医療技術名： カテーテルアブレーション 取扱い患者数 278 人
当該医療技術

医療技術名： 植込み型除細動器（ICD) 取扱い患者数 13 人
当該医療技術

医療技術名：
心臓再同期療法（CRT)・除細動機能付き心臓再同期療法
（CRT-D) 取扱い患者数 10 人

当該医療技術

医療技術名： 直腸癌に対するロボット支援手術 取扱い患者数 5 人
当該医療技術

医療技術名：
腹腔鏡下肝切除（亜区域切除以上の系統的切除、外側区域
切除を除く） 取扱い患者数 7 人

当該医療技術

薬剤抵抗性の重症心不全患者に対して適応があり、心機能の改善目的で使用される。経静脈的に電極カテーテ
ルを心腔内に挿入し、デバイス本体は前胸部の皮下に埋め込む。同時に不整脈性の心臓突然死をきたす可能
性がある患者では、除細動機能付きのデバイスが使用される。

直腸癌に対するロボット（ダビンチ）支援手術は保険適応となっているが、まだまだ実施施設は多くない。保険内
実施の許可は研修プログラムを終了した医師による10例の経験が必要である。当院では2021年度中に保険内実
施認定が許可されるように慎重に進めている。

肝疾患に対する腹腔鏡下肝切除（亜区域切除以上の系統的切除、外側区域切除を除く）は厳格な施設基準の
下、術前の前向き症例登録を行うことでの施行が許されている高難度肝胆膵手術（保険診療）である。

冠動脈ステント留置術と同様に、末梢血管にステントを留置して血行再建を行う方法であるが、ステント留置に適
さない病変に対してはバルーンによる血管拡張を行っている。下肢動脈が主な対象となるが、その他に鎖骨下動
脈や腎動脈などの末梢動脈に対しても同治療を行っている。末梢動脈内に留置する筒状の金属は、数種類のス
テントが臨床使用されている。

大動脈弁狭窄症に対する治療は開胸による弁置換術が広く行われてきた。しかし、高齢者や合併症を有する症
例では危険度が高く施行できない症例も多く存在する。こうした症例に対し、カテーテルを用い大動脈弁を留置
する方法である。

経皮的に電極カテーテルを心腔内に挿入し、体表に装着した対極板とのあいだで高周波通電を行い、頻拍の原
因となる異常興奮発生部位、異常興奮旋回路・伝導路を選択的に焼灼する治療法である。発作性上室頻拍、心
房粗動、心房細動、心室頻拍など頻脈性不整脈に対する根治目的で実施されている。

心室細動や心室頻拍などの心室性不整脈による心臓突然死の予防目的で実施される。経静脈的に電極カテー
テルを心腔内に挿入し、デバイス本体は前胸部の皮下に埋め込む(現在は皮下植込み型除細動器（S-ICD）とい
う、リードを血管内に入れず、前胸部の皮下に除細動リードを植込むシステムも行われている)。心肺蘇生経験例
のみならず、心臓突然死の危険性があると判断された患者においても使用される。



医療技術名： 腹腔鏡下膵切除（リンパ節郭清を伴う遠位膵切除） 取扱い患者数 3 人
当該医療技術

医療技術名： 低位直腸癌に対する腹腔鏡下taTME 取扱い患者数 6 人
当該医療技術

医療技術名： 胸腔鏡下食道切除 取扱い患者数 30 人
当該医療技術

医療技術名： 縦隔鏡を用いた食道手術 取扱い患者数 0 人
当該医療技術

医療技術名： 歩行運動処置（ロボットスーツによるもの） 取扱い患者数 13 人
当該医療技術

医療技術名： ABO血液型不適合腎移植 取扱い患者数 5 人
当該医療技術

医療技術名： 小児腎移植 取扱い患者数 3 人
当該医療技術

開胸困難な食道癌あるいは開胸を必要としない食道良性疾患に対し頚部アプローチから気縦隔、経裂孔アプ
ローチから腹腔鏡を用いた食道切除や食道閉鎖を行っている。2015年から2021年まで8例の取り扱い患者あり。

緩徐進行性の神経・筋疾患を対象に、生体信号反応式運動機能改善装置（Hybrid Assisting Limb）を使用し、歩
行機能の改善を目的に、ロボットスーツによる歩行運動処置を行う。

A→B、B→Aなどの血液型不適合腎移植は1989年佐賀医大、阪大、女子医大、東邦大で始まり、以降この分野
を常にリードしている。

小児腎移植は全国から紹介され、日本で一番多い小児腎移植施設となっている。

当該医療技術の概要：膵臓癌に対する腹腔鏡下膵切除（リンパ節郭清を伴う遠位膵切除）は厳格な施設基準の
下、施行が許されている高難度肝胆膵手術（保険診療）である。

直腸癌に対する手術手技には骨盤腔における解剖学的なアプローチの困難さがあり、腹腔鏡の導入で視野展
開の向上がみられるものの、腹側からの操作だけでは直腸の全腸間膜切除に難渋することもある。taTME手技は
経肛門操作により肛門側から直腸・直腸間膜を剥離することができる手術手技である。taTME手技の認知度は高
くなったが、まだ全国的に一般化した手技には至っていない。病勢の比較的軽い方が対象となるが、当院では肛
門操作先行による直腸の離断に続いて直腸側の剥離をすすめることが多く、このことがさらに自然肛門温存に寄
与できると考えている。

より低侵襲な食道がん手術を目指して、胸腔鏡・腹腔鏡による食道がん手術に取り組んでいる。体腔鏡下手術の
割合は年々増加し、頚部食道癌症例などを除きほぼ全例に胸腔鏡または腹腔鏡を用いた手術を行っている。ガ
イドラインでは体腔鏡下食道癌手術に関して明らかは方針が示されていないが、体腔鏡下の食道がん手術では
手術の傷を小さくすることで手術の負担を軽減し、術後の回復を早める効果が期待される。また、内視鏡を用いた

拡大視効果により、より精密な手術が可能となる。



医療技術名： 不規則抗体陽性妊娠の血漿交換 取扱い患者数 1 人
当該医療技術

医療技術名： Early Psychosis Unit（イルボスコ） 取扱い患者数 30 人
当該医療技術

医療技術名： クロザピン処方 取扱い患者数 30 人
当該医療技術

医療技術名： 修正型電気痙攣療法 取扱い患者数 100 人
当該医療技術

医療技術名：
三次救急対応となった身体合併症を有する精神疾患患者へ
の対応 取扱い患者数 40 人

当該医療技術

医療技術名： バイオフィードバック療法 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

医療技術名： 加算的平均心電図（LP) 取扱い患者数 67 人
当該医療技術

クロザピンは、治療抵抗性統合失調症に対し極めて有用な治療法であるが、血球障害や心筋炎をはじめとする
重篤な副作用が起きる可能性も極めて高い。したがって、高度なスキルを有する精神科医のみならず、血液内科
医、糖尿病専門医が居り、互いに密な連携が可能な医療機関でのみ処方が許可されている。当科ではこれらの
診療科と連携し治療抵抗性統合失調症患者にクロザピンの処方を行っている。

電気痙攣療法は、前頭部に通電することで人為的にけいれん発作を誘発する治療法である。電気療法は薬剤抵
抗性のうつ病などに対して極めて有効であるが、けいれん発作による、循環状態への影響や骨折の影響が生じる
恐れがある。そのため当科では、麻酔科と協力し麻酔下で人工呼吸等を含めた呼吸管理、循環動態の観察を行
いながら安全に通電する修正型電気痙攣療法を行っている。

精神疾患患者に重篤な身体合併症が生じ、三次救急対応が必要となる場合がある。その際には、急性期の精神
症状への治療介入が可能な精神科と迅速にあらゆる身体合併症に対し高度な治療を行うことができる診療科が、
緊密に連携して治療を行う必要がある。都内でも三次救急対応となった精神疾患を有する患者へ即応できる医
療機関は極めて限られている。当科においては、都内の広範な地域の三次救急対応を必要とする身体合併症を
有する精神疾患患者への対応を行っている。

筋電図・皮膚温を測定し、リアルタイムにフィードバックをすることで、リラクセーション状態を修得する治療法であ
り、心身症患者の自立神経系の安定を図る。

心室細動、心室頻拍、ほっさせち心房細動などの重症不整脈が出現する可能性を診断するために、心房、心室
の遅延電位を計測する。

習慣性の血液抗体（不規則抗体）により、胎児貧血に陥り、習慣性流産を呈している妊婦に対して、32回にわたる
血漿交換により児を得た。

既存の統合失調症の診断基準において、陽性症状が出現した時期が発症の時期とされている。しかし、その数
年前からすでに社会機能の低下や陰性症状、さらには、脳の形態学的変化も生じることが知られている。そのた
め、近年、精神病前駆状態や病前期についてのサブクルニカル水準での介入が必要であると考えられている。
当院イルボスコでは日本国内で、他に先駆け早期介入を行い対象者の精神病発症の予防や援助を行っている。



医療技術名： 超音波造影剤（ソナゾイド/レボビスト）を用いた超音波検査 取扱い患者数 921 人
当該医療技術

医療技術名：
超音波機器を用いてのマイクロ波（PMCT),ラジオ波（RFA、
RITA）での肝腫瘍治療 取扱い患者数 23 人

当該医療技術

医療技術名： 睡眠障害に対する終夜睡眠ポリグラフ検査 取扱い患者数 100 人
当該医療技術

医療技術名：
術中脳脊髄機能モニタリングとしてABR、SSEP、MEPの誘発
電位記録 取扱い患者数 74 人

当該医療技術

医療技術名： 経食道心臓超音波検査（テポテ中含む） 取扱い患者数 368 人
当該医療技術

医療技術名： 睡眠潜時反復測定法（MSLT) 取扱い患者数 9 人
当該医療技術

医療技術名： 光トポグラフィー 取扱い患者数 83 人
当該医療技術
うつ症状における原因疾患の鑑別、脳神経外科術前における言語優位半球の同定、てんかん焦点の推定に有
用。

超音波機器を用いてのマイクロ波（PMCT)、ラジオ波（RFA、RITA)での経皮的肝腫瘍の治療。

終夜約8時間の脳波を含むポリグラフ記録を行い、不眠、過眠などの睡眠障害および睡眠随伴性の診断を行う。

ABR、SSEP、MEPの誘発電位記録を脳脊髄手術中に行い術後の神経欠落症状の出現を防ぐ。

先天性疾患、弁膜症、人工弁置換術後、左心耳内血栓など通常の経胸壁エコー検査では、詳細な情報が得ら
れない場合、経食道的アプローチは有用となる。

客観的な日中の過度の眠気測定、特にナルコレプシーの補助診断のため、脳波記録を2時間ごとに繰り返し行
い、眠りにつくまでの時間とそれに伴う臨床症状を記録する。

超音波造影剤（ソナゾイド/レボビスト）を用いた消化器系腫瘍の質的診断と腫瘍凝固療法等の治療後効果判定
やびまん性肝疾患（肝炎・肝硬変）の進行度評価法の検討。



医療技術名： 気管狭窄に対するステント療法 取扱い患者数 2 人
当該医療技術

医療技術名： 筋萎縮性側索硬化症患者に対するロボットリハビリ（HAL) 取扱い患者数 24 人
当該医療技術

医療技術名： レボドパ・カルビドパ配合経腸用液の経胃瘻空腸投与 取扱い患者数 5 人
当該医療技術

医療技術名： ロボット補助下腹腔鏡膀胱全摘除術 取扱い患者数 11 人
当該医療技術

医療技術名： ロボット補助下腹腔鏡腎部分切除術 取扱い患者数 23 人
当該医療技術

医療技術名： 自己筋膜を用いた膀胱脱手術 取扱い患者数 0 人
当該医療技術

医療技術名： 心肺停止症例に対する対応及び蘇生後管理、治療 取扱い患者数 100 人
当該医療技術

医療技術名： 急性肺障害に対するVV-ECMOを用いた管理、治療 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

気管・気管支の腫瘍性あるいは炎症性狭窄に対する内視鏡下ステント療法である。

2018年8月より、筋萎縮性側索硬化症ならびに球脊髄性筋萎縮症患者に対してhybrid assited limb（HAL)という
サイボーグ治療をリハビリテーション科と共同で行っている。

パーキンソン病患者に対して、レボドパ・カルビドパ水和物製剤を経胃瘻空腸投与することを目的とした、経鼻栄
養・薬剤投与チューブ挿入術、薬剤投与用胃瘻造設術、およびチューブ交換時の経管栄養・薬剤投与用カテー
テル交換法

保険適応になってはいるが、まだまだ実施施設が全国に普及している術式ではない

保険適応になりタビンチ保有施設では普及しつつあるが、通常の腹腔鏡下腎部分切除術より、より難易度の高い
症例が選択される傾向がある。

東京消防庁のホットライン要請による病院前心肺停止例を24時間体制で受入れ、二次救命処置による蘇生術を
行い、心肺再開例については引き続き集中治療を行い完全社会復帰を目標に行っている。低体温療法も適応に
よって導入している。

人工呼吸器、呼吸理学療法を用いても改善不能な急性呼吸不全に対して、VV-ECMOによる支持療法で薬物療
法を併行して行いながら重症ARDSに対して治療を行っている。COVID19流行に伴い昨年度より増加している。

手術そのものはsling手術と同じだが、異物（メッシュ）を用いず、自己筋膜を用いるという東邦（永尾教授）オリジナ
ルな術式である。



医療技術名： 敗血症性ショック、心原性ショックにおける体外循環 取扱い患者数 40 人
当該医療技術

医療技術名： 急性肺障害に対するCHDF療法 取扱い患者数 50 人
当該医療技術

医療技術名： 出血性ショックに対する血管内治療 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

医療技術名： 腹腔内出血及び骨盤骨折に対する大動脈遮断カテーテル 取扱い患者数 10 人
当該医療技術

医療技術名： 重症敗血症に対する病態対応、治療 取扱い患者数 20 人
当該医療技術

医療技術名： 急性薬物中毒における管理、治療 取扱い患者数 80 人
当該医療技術

医療技術名： 重症熱傷に対する管理、治療 取扱い患者数 5 人
当該医療技術

医療技術名： 取扱い患者数 人
当該医療技術

BSA20％異常あるいは気道熱傷合併症例など重症熱傷に対して集学的な治療を行っている。初期よりデブリドマ
ンを施行し自家皮膚培養も積極的に行い治療をおこなっている。

敗血症に対してはEGDTによるvolume resusiationを行い加療している。カテコラミンに反応しない症例に対して機
械的補助としてVA-ECMO(PCPS)を導入し治療をしている。また、急性冠症候群、難治性心室細動に対して
PCPS、IABPを挿入しCAG、PCI、その後の集中治療管理につなげ社会復帰できるよう治療している。

敗血症、アレルギー性肺臓炎、重症肺炎などに伴う呼吸不全に対しては根本的な原因に対する治療が必要であ
るが、呼吸不全の病態を増悪するhumoral mediatorやendtoxineなどの吸着、除去を行いながら水分管理、腎不
全管理を行えるCHDFを導入している。

不安定型骨盤骨折、外傷性脾損傷、腎損傷など外傷を主に血管内治療が可能な損傷に対して気管挿管し呼吸
管理をしながら血管内治療を施行し、出血のコントロールをおこなっている。

ショックを呈した横隔膜以下の外傷による出血性臓器損傷や腹部大動脈瘤破裂に対して血管内治療、手術に移
行するまでのバイタル維持のために救急外来で挿入している。

重症敗血症治療は呼吸・循環管理、抗菌薬投与、血液浄化療法などの集学的治療を行う必要がこの重症敗血
症の患者血清から急性酸化ストレスマーカーを測定

一般中毒はもとより、自家製の青酸中毒キット、アセトアミノフェン中毒キットを常備し、中毒物値をモニターしなが
ら治療法を選択し、特殊な急性中毒に対処している。



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 6 56 特発性大腿骨頭壊死症 30
2 筋萎縮性側索硬化症 44 57 下垂体性ADH分泌異常症 9
3 脊髄性筋萎縮症 2 58 下垂体性PRL分泌亢進症 2
4 原発性側索硬化症 2 59 クッシング病 2
5 進行性核上性麻痺 12 60 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
6 パーキンソン病 139 61 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 7
7 大脳皮質基底核変性症 3 62 下垂体前葉機能低下症 38
8 ハンチントン病 1 63 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1
9 シャルコー・マリー・トゥース病 4 64 先天性副腎皮質酵素欠損症 2
10 重症筋無力症 77 65 アジソン病 2
11 多発性硬化症／視神経脊髄炎 52 66 サルコイドーシス 34

12
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
8 67 特発性間質性肺炎 126

13 封入体筋炎 3 68 肺動脈性肺高血圧症 39
14 多系統萎縮症 14 69 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
15 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 16 70 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 19
16 ミトコンドリア病 1 71 リンパ脈管筋腫症 1
17 もやもや病 15 72 網膜色素変性症 28
18 全身性アミロイドーシス 4 73 特発性門脈圧亢進症 4
19 遠位型ミオパチー 1 74 原発性胆汁性胆管炎 48
20 神経線維腫症 2 75 原発性硬化性胆管炎 4
21 天疱瘡 12 76 自己免疫性肝炎 32
22 表皮水疱症 21 77 クローン病 70
23 膿疱性乾癬（汎発型） 5 78 潰瘍性大腸炎 194
24 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 79 好酸球性消化管疾患 2
25 高安動脈炎 18 80 若年性特発性関節炎 1
26 巨細胞性動脈炎 5 81 非典型溶血性尿毒症症候群 1
27 結節性多発動脈炎 10 82 先天性ミオパチー 1
28 顕微鏡的多発血管炎 34 83 筋ジストロフィー 11
29 多発血管炎性肉芽腫症 9 84 前頭側頭葉変性症 1
30 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 21 85 ＰＣＤＨ19関連症候群 1
31 悪性関節リウマチ 16 86 結節性硬化症 2
32 バージャー病 4 87 先天性魚鱗癬 1
33 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 88 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 15
34 全身性エリテマトーデス 283 89 眼皮膚白皮症 1
35 皮膚筋炎／多発性筋炎 95 90 マルファン症候群 2
36 全身性強皮症 87 91 ウィルソン病 7
37 混合性結合組織病 37 92 VATER症候群 1
38 シェーグレン症候群 51 93 ウィリアムズ症候群 1
39 成人スチル病 26 94 修正大血管転位症 1
40 再発性多発軟骨炎 4 95 完全大血管転位症 1
41 ベーチェット病 63 96 単心室症 2
42 特発性拡張型心筋症 29 97 三尖弁閉鎖症 1
43 肥大型心筋症 7 98 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1
44 拘束型心筋症 1 99 両大血管右室起始症 2
45 再生不良性貧血 30 100 アルポート症候群 1
46 自己免疫性溶血性貧血 2 101 急速進行性糸球体腎炎 1
47 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1 102 一次性ネフローゼ症候群 54
48 特発性血小板減少性紫斑病 41 103 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 4
49 血栓性血小板減少性紫斑病 1 104 紫斑病性腎炎 5
50 原発性免疫不全症候群 5 105 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1
51 IgＡ 腎症 21 106 α1－アンチトリプシン欠乏症 1
52 多発性嚢胞腎 31 107 偽性副甲状腺機能低下症 1
53 黄色靱帯骨化症 12 108 脳腱黄色腫症 1
54 後縦靱帯骨化症 50 109 脂肪萎縮症 1
55 広範脊柱管狭窄症 5 110 強直性脊椎炎 21

4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4 指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

111 エプスタイン症候群 2 166
112 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 1 167
113 胆道閉鎖症 1 168
114 遺伝性膵炎 1 169
115 ＩｇＧ４関連疾患 8 170
116 好酸球性副鼻腔炎 28 171
117 前眼部形成異常 1 172
118 無虹彩症 1 173
119 特発性多中心性キャッスルマン病 3 174
120 175
121 176
122 177
123 178
124 179
125 180
126 181
127 182
128 183
129 184
130 185
131 186
132 187
133 188
134 189
135 190
136 191
137 192
138 193
139 194
140 195
141 196
142 197
143 198
144 199
145 200
146 201
147 202
148 203
149 204
150 205
151 206
152 207
153 208
154 209
155 210
156 211
157 212
158 213
159 214
160 215
161 216
162 217
163 218
164 219
165 220

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・ハイケアユニット入院医療管理料1

・新生児治療回復室入院医療管理料

・

・精神疾患診療体制加算

・地域医療体制確保加算

・特定集中治療室管理料2

・総合周産期特定集中治療室管理料1・2

・小児入院医療管理料1

・精神科急性期医師配置加算2のイ

・救命救急入院料3・4

・ ・

・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・感染防止対策加算1

・患者サポート体制充実加算

・ハイリスク妊娠管理加算

・呼吸ケアチーム加算

・病棟薬剤業務実施加算1・2

・入退院支援加算

・認知症ケア加算1

・歯科外来診療環境体制加算2

・救急医療管理加算

・診療録管理体制加算1

・急性期看護時補助体制加算（25対1 5割以上）

・看護補助加算2（精神13対1）

・重症者等療養環境特別加算

・後発医薬品使用体制加算1

・データ提出加算2

・無菌治療室管理加算1・2

・精神科身体合併症管理加算

・摂食障害入院医療管理加算

・医療安全対策加算1

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・地域歯科診療支援病院歯科初診料

・特定機能病院入院基本料（一般7対1、精神13
対1）

・超急性期脳卒中加算

・医師事務作業補助体制加算1（30対1）

・緩和ケア診療加算

・精神科リエゾンチーム加算

・看護職員夜間配置加算（12対1 配置加算1）

・療養環境加算

・抗菌薬適正使用支援加算

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・栄養サポートチーム加算

・ハイリスク分娩管理加算

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療管理加
算及び歯科治療時医療管理料

・ウイルス疾患指導料

・外来栄養食事指導料の注2に規定する施設基準 ・喘息治療管理料

高度の医療の提供の実績

・心臓ペースメーカー指導管理料の注5に規定する遠隔
モニタリング加算

・糖尿病合併症管理料

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・がん患者指導管理料イロハニ

・外来緩和ケア管理料 ・移植後患者指導管理料（臓器移植後）

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ・糖尿病透析予防指導管理料

・小児運動器疾患指導管理料 ・乳腺炎重症化予防ケア・指導料

・婦人科特定疾患治療管理料 ・腎代替療法指導管理料

・地域連携小児夜間・休日診療料2 ・地域連携夜間・休日診療料

・院内トリアージ実施料 ・外来放射線照射診療料

・ニコチン依存症管理料
・療養・就労両立支援指導料の注3に規定する相談支
援加算

・がん治療連携計画策定料 ・肝炎インターフェロン治療計画料

・ハイリスク妊産婦連携指導料１・２ ・薬剤管理指導料

・医療機器安全管理料１・２ ・医療機器安全管理料 （歯科）

・精神科退院時共同指導料1及び2
・在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問
看護・指導料の注2

・在宅血液透析指導管理料
・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に規定する
遠隔モニタリング加算

・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 ・在宅経肛門的自己洗腸指導管理料

・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動
する持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グ
ルコース測定

・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動
しない持続血糖測定器を用いる場合）

・遺伝学的検査 ・骨髄微小残存病変量測定

・BRCA1／2遺伝子検査 ・がんゲノムプロファイリング検査

・先天性代謝異常症検査
・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗
体特異性同定検査）

・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

・検体検査管理加算（1）（4）

・国際標準検査管理加算 ・遺伝カウンセリング加算

・遺伝性腫瘍カウンセリング加算
・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加
算

・胎児心エコー法 ・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

・ヘッドアップティルト試験 ・人工膵臓検査、人工膵臓療法

（様式第2）



・長期継続頭蓋内脳波検査 ・脳波検査判断料1

・光トポグラフィー ・終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うもの）

・神経学的検査 ・ロービジョン検査判断料

・小児食物アレルギー負荷検査 ・内服・点滴誘発試験

・経気管支凍結生検法 ・画像診断管理加算1・２

・ポジトロン断層撮影 ・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

・CT撮影及びMRI撮影 ・冠動脈CT撮影加算

・血流予備量比コンピューター断層撮影 ・外傷全身CT加算

・心臓MRI撮影加算 ・乳房MRI撮影加算

・小児鎮静下MRI撮影加算 ・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・外来化学療法加算1 ・連携充実加算

・無菌製剤処理料 ・心大血管疾患リハビリテーション料（1）

・脳血管疾患等リハビリテーション料（1） ・運動器リハビリテーション料（1）

・呼吸器リハビリテーション料（1） ・摂食機能療法の注3に規定する摂食嚥下支援加算

・がん患者リハビリテーション料 ・歯科口腔リハビリテーション料2

・児童思春期精神科専門管理加算 ・認知療法・認知行動療法1

・精神科ショート・ケア「大規模なもの」 ・精神科デイ・ケア「大規模なもの」

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合
失調症治療指導管理料に限る。）

・医療保護入院等診療料

・硬膜外自家血注入 ・エタノールの局所注入（甲状腺）

・エタノールの局所注入（副甲状腺） ・人工腎臓

・導入期加算2及び腎代替療法実績加算 ・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

・歩行運動処置（ロボットスーツによるもの） ・CAD／CAM冠

・センチネルリンパ節加算
・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合
に限る。）

・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植
術に限る。）

・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

・椎間板内酵素注入療法 ・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交
換術（便失禁）

・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交
換術（過活動膀胱）

・角膜移植術（内皮移植加算）

・羊膜移植術
・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プ
レートのあるもの））

・緑内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） ・内視鏡下鼻・副鼻腔手術5型（拡大副鼻腔手術）

・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）
・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（MRIによ
るもの）



・乳がんセンチネルリンパ節加算1及びセンチネルリン
パ節生検（併用）（乳がんセンチネルリンパ節加算1）

・乳がんセンチネルリンパ節加算1及びセンチネルリン
パ節生検（併用）（センチネルリンパ節生検（併用））

・乳がんセンチネルリンパ節加算2及びセンチネルリン
パ節生検（単独）（乳がんセンチネルリンパ節加算2）

・乳がんセンチネルリンパ節加算2及びセンチネルリン
パ節生検（単独）（センチネルリンパ節生検（単独））

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除
後）

・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心
膜合併切除を伴うもの）に限る。）

・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡
下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸
瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術
（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖
術（内視鏡によるもの）

・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

・胸腔鏡下弁形成術 ・経カテーテル大動脈弁置換術

・胸腔鏡下弁置換術
・不整脈手術 左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によ
るもの）

・経皮的中隔心筋焼灼術 ・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
（リードレスペースメーカー）

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及
び両心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又
は皮下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交
換術（その他のもの）及び経静脈電極抜去術

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経
静脈電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型
除細動器交換術（経静脈電極の場合）

・大動脈バルーンパンピング法（IABP法） ・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

・補助人工心臓 ・経皮的下肢動脈形成術

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）
・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施す
るもの）

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術
・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除
（葉以上）を伴うものに限る。）

・体外衝撃波胆石破砕術 ・腹腔鏡下肝切除術

・体外衝撃波膵石破砕術 ・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 ・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術
・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・同種死体腎移植術 ・生体腎移植術

・膀胱水圧拡張術
・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 ・人工尿道括約筋植込・置換術

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術
・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機
器を用いるもの）

・腹腔鏡下仙骨膣固定術
・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） ・内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術

・胎児胸腔・羊水腔シャント術 ・胎児輸血術

・胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下
胃瘻造設術を含む。）（医科点数表第2章第10部手術の
通則の16に規定する手術）

・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する
手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切
除術に限る。）



・医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する
手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附
属器腫瘍摘出術）

・輸血管理料1

・輸血適正使用加算 ・自己生体組織接着剤作成術

・自己クリオプレシピテート作製術（用手法） ・同種クリオプレシピテート作製術

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 ・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

・歯周組織再生誘導手術 ・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・麻酔管理料（1）（2） ・放射線治療専任加算

・外来放射線治療加算 ・高エネルギー放射線治療

・1回線量増加加算 ・強度変調放射線治療（IMRT）

・口腔病理診断管理加算2 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・画像誘導放射線治療（IGRT） ・体外照射呼吸性移動対策加算

・定位放射線治療 ・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・病理診断管理加算2 ・悪性腫瘍病理組織標本加算



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

〇１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

病理部：CPC7回（3回は新型コロナウイルス感染予防のため
中止）、 呼吸器カンファレンス10回
臨床検査：血液腫瘍科カンファレンス（45回/年）

剖 検 の 状 況

・

・

剖検症例数 21 例 ／ 剖検率 4.27 %

・

・ ・

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（様式第2）



1 研究費補助等の実績

No. 研 究 課 題 名 研究者氏名 所属部門
金 額

（単位：千円）
補助元又委託元

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

委託元：

糖尿病・代謝・内分泌センター 1,950

補助元：日本学術振興会（科研費）

委託元：

15
脂肪との共存を介した糖尿病抑制策
実現のための肝実質調節機構の探求

熊代尚記 糖尿病・代謝・内分泌センター 4,290

補助元：日本学術振興会（科研費）

10 乳児における母乳型脂質摂取の評価 與田仁志 新生児科 2,000

補助元：

委託元：糧食研究会

新生児低酸素性虚血性脳症の生物学
的マーカーの実用化に向けた臨床研
究

與田仁志 新生児科 500

補助元：乳児における母乳型脂質摂
取の評価

委託元：

川崎病冠動脈瘤を予防するための急
性期難治例予測診断法の開発研究

高月晋一 小児科 200

補助元：AMED

委託元：

3Dプリンターによる立体模型を用いた
脳神経外科手術教育システムの確立

周郷延雄 脳神経外科 0

補助元：文科省科研費 基盤研究（C)
一般80287515

委託元：

11
関節リウマチに伴う間質性肺炎の病
態解明と新規治療開発

村岡成 膠原病科 1,600

補助元：科学研究費補助金（若手研
究）

委託元：

12
難治性血管炎の医療水準・患者QOL
向上に資する研究

南木敏宏 膠原病科 330

補助元：厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患
等政策研究事業(難治性疾患政策研究事業))

委託元：

糖尿病患者の生活の質を高める睡眠
介入法の検討

弘世貴久13 糖尿病・代謝・内分泌センター 1,690

補助元：日本学術振興会（科研費）

委託元：

14
皮下3次元情報を用いたインスリン・認
知症ワクチン機序の解明

内野泰

1

2

3

4

研究費補助に関する調査について（ 2020年度実績 ）

薬剤耐性真菌対策を含めた侵襲性真
菌症の革新的検査と治療法に関する
研究開発

侵襲性酵母様真菌感染症に対する疫
学研究及び診断・治療の開発

600

検証された評価基準を用いた口腔トリ
アージ法による手術周術期口腔管理
の肺炎予防効果

澁谷和俊

5

6

7

8

9

病理診断科

補助元：

委託元：AMED

澁谷和俊 病理診断科 1,985

補助元：

委託元：AMED

関谷秀樹 口腔外科 4,290

補助元：独立行政法人 日本学術振
興会・科学研究費補助金・基盤研究

委託元：

稀少難治性皮膚疾患に関する調査研
究

石河晃 皮膚科 500

補助元：厚生労働省科研費

委託元：

一絨毛膜双胎における胎児循環不全
の病態解明についての研究

中田雅彦 産婦人科 1,040

補助元：文部科学省 学術研究助成
基金助成金 基盤研究（C）

委託元：

血管新生能を有する骨髄間葉系前駆
細胞を用いた血管新生療法の開発

荻野晶弘 形成外科 1,430

補助元：文部科学省科研費

委託元：

（様式第3）
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1 研究費補助等の実績

No. 研 究 課 題 名 研究者氏名 所属部門
金 額

（単位：千円）
補助元又委託元

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研究費補助に関する調査について（ 2020年度実績 ）

（様式第3）

26
頸椎固定時頚部アライメントと摂食嚥
下機能の連関を基盤とした新規嚥下リ
ハの開発

宮城翠 リハビリテーション科 3,300

補助元：日本学術振興会

委託元：

25
島皮質可塑性に着目した感覚記憶リ
ハーサルによる味覚障害リハビリテー
ション法の開発

海老原覚 リハビリテーション科 2,210

補助元：日本学術振興会

委託元：

24
呼吸感覚モジュレーションを応用した
間質性肺炎予後改善呼吸リハビリ
テーションの開発

海老原覚 リハビリテーション科 4,550

補助元：日本学術振興会

委託元：

23
分子標的薬による誘導性NK依存性細
胞傷害を利用した肝細胞がんリモデリ
ング薬の開発

永井英成 消化器内科 4,420

補助元：文部科学省

委託元：東邦大学薬学部・病態生化
学研究室 檜貝孝慈

22
StageⅡ大腸癌に対する術後補助化
学療法の有用性に関する研究

船橋公彦 消化器外科 380

補助元：

委託元：国立研究開発法人日本医
療研究開発機構

21
タンパク質・ペプチド修飾解析による早
期がん・リスク疾患診断のための血液
バイオマーカーの開発

島田英昭 消化器外科 650

補助元：

委託元：国立研究開発法人日本医療研究開
発機構 次世代がん医療創生研究事業

20
血管弾性からみた心不全の病態解明
と再入院軽減に向けた新たな予防法
の開発

木内俊介 循環器内科 1,300

補助元：平成31年度科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成金）

委託元：

18F FDG PET炎症イメージングを用い
た新たな動脈硬化症の予後予測指標
の開発

中西理子 循環器内科 1,300

補助元：平成31年度科学研究費助
成事業（学術研究助成基金助成金）

委託元：

気管支末梢部に自動で到達可能な自
走式カテーテルの創製

高井雄二郎 呼吸器内科 491

補助元：科学研究費助成事業

委託元：

循環腫瘍細胞を用いたBIM遺伝子多
型陽性肺癌の個別化治療の確立

磯部和順 呼吸器内科 1,100

補助元：文部科学省

委託元：

16
睡眠障害による肝脂肪蓄積を標的とし
たインスリン抵抗性の病態解明

鴫山文華 糖尿病・代謝・内分泌センター 1,170

補助元：日本学術振興会（科研費）

委託元：

30
臓器移植の免疫寛容における制御性
T細胞に制御される臓器特異的抗原
の探求

篠田和伸 腎臓学 2,730
委託元：

28
高齢腎不全患者に対する腎代替療法
の開始/見合わせの意思決定プロセス
と最適な緩和医療・ケアの構築

酒井謙 腎臓学 1,689

29
マージナルドナー腎移植の安全性に
関する新規エビデンス創出

酒井謙 腎臓学 260

下肢サイバニック動作（HAL)訓練が
ALSの呼吸機能・咳嗽力に及ぼす効
果の解明

杉澤樹 リハビリテーション科 408

補助元：日本学術振興会

委託元：

委託元：

補助元：文科省科研費

委託元：

補助元：AMED 神戸大学

補助元：AMED 川崎医科大学

27

17

18

19
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1 研究費補助等の実績

No. 研 究 課 題 名 研究者氏名 所属部門
金 額

（単位：千円）
補助元又委託元

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研究費補助に関する調査について（ 2020年度実績 ）

（様式第3）

(注)

2 「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。
3 「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記入すること。

1 国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度
の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

31

32

AYA世代の精神疾患高リスク群にお
ける予防的睡眠マネジメントに関する
研究

水野雅文 精神神経科 4,519

補助元：AMED 長寿障害総合研究
事業

委託元：

1,600

補助元：AMED 障害者対策総合研
究開発事業

委託元：

地域特性に対応した精神保健医療
サービスにおける早期相談・介入の方
法と実施システム開発についての研
究

根本隆洋 精神神経科 13,200

補助元：厚生労働科学研究費補助金 障害者
政策総合研究事業（19GB10105）

委託元：

社会認知機能に関する新たな検査
バッテリーの開発

根本隆洋 精神神経科

34
統合失調症の病前診断のマーカー開
発：世界初AMPA受容体PET研究

根本隆洋 精神神経科

33

800

補助元：日本学術振興会 化学研究費助成事
業 挑戦的研究（開拓）（20K20603）

委託元：

35
精神病発症危険状態（ARMS)の回復
と皮質-線条体-視床回路の変化に関
する研究

片桐直之 精神神経科 1,700

補助元：科学研究費助成事業（学術
研究助成基金助成金）

委託元：

36
酸化ストレス性細胞死抑制因子を指
標とした神経変性疾患のバイオマー
カーの同定

狩野修 脳神経内科 500

補助元：文科省科研費

委託元：
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2 論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

№ 講座名 表題 著者・共著者 掲載誌名 発行年月日 巻 号 開始頁 終了頁 論文種別

1
医学部 医学科 リハビリテーショ
ン医学研究室（大森）

Effect of Olfactory Stimulation by L-Menthol on Laboratory-
Induced Dyspnea in COPD

Masashi Kanezaki, Kunihiko Terada, Satoru
Ebihara†

CHEST 20200600 157 6 1455 1465 Original Article

2

医学部 医学科 リハビリテーショ
ン医学研究室（大森）

Aooendicular Skeletal Muscle Mass Correlates with Patient-
Reported Outcomes and Physical Performance in Patients with
Idiopathic Pulmonary Fibrosis

Kento Ebihara†, Yuji Iwanami†, Keiko Yamasaki†,
Ayame Takemura†, Naofumi Sato†, Yusuke Usui
†, Yasuhiko Nakamura†, Kazuma Kishi†, Sakae
Homma†, Satoru Ebihara†

Tohoku Journal of Experimental
Medicine

20210116 253 61 68 Original Article

3

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

Validation and performance of three-level procedure-based
classification for laparoscopic liver resection.

Kawaguchi Y, Tanaka S, Fuks D, Kanazawa A,
Takeda Y, Hirokawa F, Nitta H, Nakajima T,
Kaizu T, Kaibori M, Kojima T, Otsuka Y†, Kubo
S, Hasegawa K, Kokudo N, Kaneko H†,
Wakabayashi G, Gayet B.

Surgical endoscopy 20200500 34 5 2056 2066 Original Article

4

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

A Standard Set of Value-Based Patient-Centered Outcomes for
Pancreatic Carcinoma: An International Delphi Survey

Cherkaoui Z, González C, Wakabayashi T,
Delattre B, Léost E, Serra S, Huppertz J, Klein
F, Stéphan M, Meyer JM, Schaff A, Martinis E,
Bangoura E, Kieffer S, Blanès S, Haddad E, De
Guio G, Felli E, Pernot S, Marescaux J, Mutter
D, Lugiez C, Pessaux P; IHU-VBHC Working
Group.

Annals of surgical oncology 20200600 Online
ahead of
print

Original Article

5
医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

Clinical practice of acute pancreatitis in Japan: An analysis of
nationwide epidemiological survey in 2016.

Masamune A, Kikuta K, Hamada S, Tsuji I,
Takeyama Y, Shimosegawa T, Okazaki K; Japan
Pancreas Society.

Pancreatology 20200600 20 4 629 636 Original Article

6
医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

Clinical practice guidelines for biliary atresia in Japan: A secondary
publication of the abbreviated version translated into English

Ando H, Inomata Y, Iwanaka T, Kuroda T, Nio
M, Matsui A, Yoshida M; Japanese Biliary Atresia
Society

Journal of hepato-biliary-
pancreatic sciences

20200800 Online
ahead of
print

Others

7

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

A Multicenter Phase 2 Trial to Evaluate the Efficacy of mFOLFOX6
+ Cetuximab as Induction Chemotherapy to Achieve R0 Surgical
Resection for Advanced Colorectal Liver Metastases (NEXTO Trial)

Mise Y, Hasegawa K, Saiura A, Oba M,
Yamamoto J, Nomura Y, Takayama T, Hashiguchi
Y, Shibasaki M, Sakamoto H, Yamagata S,
Aoyanagi N, Kaneko H†, Koyama H, Miyagawa S,
Shinozaki E, Yoshida S, Nozawa H, Kokudo N

Annals of surgical oncology 20201000 27 11 4188 4195 Original Article

8
医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

Key components of a hepatobiliary surgery curriculum for general
surgery residents: results of the FULCRUM International Delphi
consensus.

Rashidian N, Willaert W, Van Herzeele I, Morise
Z, Alseidi A, Troisi RI; FULCRUM Research
Group＊．

HPB : the official journal of the
International Hepato Pancreato
Biliary Association

20201000 22 10 1429 1441 Original Article

9
医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

Impact of R0 resection for synchronous peritoneal metastasis from
colorectal cancer: A propensity score‐matched analysis of a multi‐
institutional database.

Kobayashi H, Kotake K, Sugihara K. Annals of Gastroenterological
Surgery

20201016 Online Original Article

10
医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

A nationwide, multi‐institutional collaborative retrospective study
of colorectal neuroendocrine tumors in Japan.

Yamaguchi T, Takahashi K, Yamada K, Bando H,
Baba H, Ito M, Funahashi K†, Ueno H, Fujita S,
Hasegawa S, Sakai Y, Sugihara K

Annals of Gastroenterological
Surgery

20201117 Online Original Article

11

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

What is the recommended procedure for recurrent rectal prolapse?
A retrospective cohort study in a single Japanese institution.

Funahashi K†＊, Kurihara A†, Miura Y†,
Ushigome M†, Kaneko T†, Kagami S†, Yoshino Y
†, Koda T†, Nagashima Y†, Yoshida K†, Sakai Y†

Surgery today 20210109 Online
ahead of
print

Original Article

12

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

What is the recommended procedure for recurrent rectal prolapse?
A retrospective cohort study in a single Japanese institution.

Funahashi K†＊, Kurihara A†, Miura Y†,
Ushigome M†, Kaneko T†, Kagami S†, Yoshino Y
†, Koda T†, Nagashima Y†, Yoshida K†, Sakai Y†

Surgery today 20210109 Online
ahead of
print

Original Article
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13
医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

Incisional negative pressure wound therapy to reduce perineal
wound infection after abdominoperineal resection

Kaneko T†, Funahashi K†, Ushigome M†, Kagami
S†, Goto M†, Koda T†, Kurihara A†

International wound journal 20210200 18 1 103 111 Original Article

14

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）

Safety Assessment of Laparoscopic Liver Resection: A Project
Study of the Endoscopic Liver Surgery Study Group of Japan.

Aoki T, Kubota K, Matsumoto T, Nitta H,
Otsuka Y†, Wakabayashi G, Kaneko H†;
Endoscopic Liver Surgery Study Group of Japan.

Journal of hepato-biliary-
pancreatic sciences

20210220 Online
ahead of
print

Original Article

15

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 外科学講座（佐
倉）, 医学部 医学科 臨床腫瘍
学講座

Clinical TNM staging for esophageal, gastric, and colorectal cancers
in the era of neoadjuvant therapy: A systematic review of the
literature

Shimada H†, Fukagawa T, Haga Y, Okazumi S†,
Oba K

Annals of Gastroenterological
Surgery

20210218 Online
First

Review

16

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 社会医学講座
／医療統計学, 医学部 医学科
臨床腫瘍学講座

Predicting short-term life expectancy of patients with end-stage
gastric cancer using Onodera's prognostic nutritional index.

Oyama K†, Oba M†, Oshima Y†, Shimada H＊† International Journal of Clinical
Oncology

20210200 26 2 364 369 Review

17

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 病理学講座, 医
学部 医学科 病院病理学講座
（大森）

Clinicopathological characteristics and prognostic marker of triple-
negative breast cancer in older women.

Honma N†, Ogata H†, Yamada A, Matsuda Y,
Kontani K, Miyashita M, Arai T, Sasaki E,
Shibuya K†, Mikami T†, Sawaki M

Human pathology 20210203 111 10 20 Original Article

18

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Changing pattern of tumor markers in recurrent colorectal cancer
patients before surgery to recurrence: serum p53 antibodies,
CA19-9 and CEA.

Ushigome M†, Shimada H＊†, Miura Y†, Yoshida
K†, Kaneko T†, Koda T†, Nagashima Y†, Suzuki
T†, Kagami S†, Funahashi K†

International Journal of Clinical
Oncology

20200400 25 4 622 632 Original Article

19

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Prognostic impact of p53 and/or NY-ESO-1 autoantibody induction
in patients with gastroenterological cancers.

Hoshino I, Nabeya Y, Takiguchi N, Gunji H,
Ishige F, Iwatate Y, Shiratori F†, Yajima S†,
Okada R†, Shimada H†＊

Annals of Gastroenterological
Surgery

20200500 4 3 275 282 Original Article

20

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Combination of a p53-activating CP-31398 and an MDM2 or a
FAK inhibitor produces growth suppressive effects in mesothelioma
with wild-type p53 genotype.

Zhong B, Shingyoji M, Hanazono M, Nguyễn TT,
Morinaga T, Tada Y, Shimada H†, Hiroshima K,
Tagawa M

Apoptosis : an international
journal on programmed cell death

20200800 25 7-8 535 547 Original Article

21

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

A case of Barrett's esophageal cancer with gastric mucosa-
associated lymphoma.

Shiratori F†, Hoshino I, Gunji H, Takiguchi N,
Nabeya Y, Shimada H†

Surgical case reports 20200806 6 1 201 Case report

22

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Diffuse pleural thickening and thoracic contraction: An
indistinguishable case from malignant pleural mesothelioma.

Tada Y, Tagawa M, Yusa T, Yatomi M,
Shimomura I, Suzuki T, Takeshita Y, Sato T,
Shimada H†, Hiroshima K.

SAGE Open Medical Case
Reports

20200814 8 2050313X2
0948716

Case report

23

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Surgeon fatigue does not affect surgical outcomes: a systematic
review and meta-analysis.

Koda N†, Oshima Y†, Koda K, Shimada H†＊ Surgery today 20200913 Online
ahead of
print

Review

24

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Association between serum anti‑ASXL2 antibody levels and acute
ischemic stroke, acute myocardial infarction, diabetes mellitus,
chronic kidney disease and digestive organ cancer, and their
possible association with atherosclerosis and hypertension.

Li SY, Yoshida Y, Kobayashi E, Adachi A, Hirono
S, Matsutani T, Mine S, Machida T, Ohno M,
Nishi E, Maezawa Y, Takemoto M, Yokote K,
Kitamura K, Sumazaki M†, Ito M†, Shimada H†,
Takizawa H, Kashiwado K, Tomiyoshi G, Shinmen
N, Nakamura R, Kuroda H, Zhang XM, Wang H,
Goto K, Iwadate Y, Hiwasa T＊†

International journal of molecular
medicine

20201000 46 4 1274 1288 Original Article

25

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Prevalence of autoantibodies against Ras‑like GTPases, RalA, in
patients with gastric cancer.

Nanami T†, Hoshino I, Ito M†, Yajima S†,
Oshima Y†, Suzuki T†, Shiratori F†, Nabeya Y,
Funahashi K†, Shimada H＊†

Molecular and Clinical Oncology 20201000 13 4 28 Original Article

26

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Inducing multiple antibodies to treat squamous cell esophageal
carcinoma.

Hoshino I, Nabeya Y, Takiguchi N, Gunji H,
Ishige F, Iwatate Y, Kuwajima A, Shiratori F†,
Okada R†, Shimada H†

BMC cancer 20201017 20 1 1007 Original Article

27

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Serum p53 antibody: useful for detecting gastric cancer but not for
predicting prognosis after surgery.

Oshima Y†, Suzuki T†, Yajima S†, Nanami T†,
Shiratori F†, Funahashi K†, Shimada H＊†

Surgery today 20201100 50 11 1402 1408 Original Article
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28

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Six autoantibodies as potential serum biomarkers of hepatocellular
carcinoma: a prospective multicenter study.

Okada R†, Otsuka Y†, Wakabayashi T, Shinoda
M, Aoki T, Murakami M, Ariizumi S, Yamamoto
M, Aramaki O, Takayama T, Wakiyama S, Yanaga
K, Amikura K, Kaneko H†, Shimada H＊†

International journal of cancer 20201101 147 9 2578 2586 Original Article

29

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Serum Anti-LRPAP1 is a Common Biomarker for Digestive Organ
Cancers and Atherosclerotic Diseases.

Sumazaki M†, Shimada H＊†, Ito M†, Shiratori F
†, Kobayashi E, Yoshida Y, Adachi A, Matsutani
T, Iwadate Y, Mine S, Machida T, Kamitsukasa I,
Mori M, Sugimoto K, Uzawa A, Kuwabara S,
Kobayashi Y, Ohno M, Nishi E, Maezawa Y,
Takemoto M, Yokote K, Takizawa H, Kashiwado
K, Shin H, Kishimoto T, Matsushita K, Kobayashi
S, Nakamura R, Shinmen N, Kuroda H, Zhang
XM, Wang H, Goto KI, Hiwasa T†

Cancer science 20201200 111 12 4453 4464 Original Article

30

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Clinical impact of preoperative serum p53 antibody titers in 1487
patients with surgically treated esophageal squamous cell
carcinoma: a multi‑institutional study.

Suzuki T†, Yajima S†, Okamura A, Yoshida N,
Taniyama Y, Murakami K, Ohkura Y, Nakajima Y,
Yagi K, Fukuda T, Ogawa R, Hoshino I, Kunisaki
C, Narumiya K, Tsubosa Y, Yamada K, Shimada
H＊†

Esophagus 20210100 18 1 65 71 Original Article

31

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Survival analysis of a prospective multicenter observational study
on surgical palliation among patients receiving treatment for
malignant gastric outlet obstruction caused by incurable advanced
gastric cancer.

Terashima M, Fujitani K, Ando M, Sakamaki K,
Kawabata R, Ito Y, Yoshikawa T, Kondo M,
Kodera Y, Kaji M, Oka Y, Imamura H, Kawada J,
Takagane A, Shimada H†, Tanizawa Y, Yamanaka
T, Morita S, Ninomiya M, Yoshida K

Gastric Cancer 20210100 24 1 224 231 Original Article

32

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Possible predictive significance of serum RalA autoantibodies on
relapse-free survival in patients with colorectal cancer.

Ushigome M†, Shimada H†＊, Nabeya Y,
Shiratori F†, Soda H, Takiguchi N, Hoshino I,
Kuwajima A, Kaneko T†, Funahashi K†

Molecular and Clinical Oncology 20210100 14 1 18 Original Article

33

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Anti-FIRΔexon2 autoantibody as a novel indicator for better
overall survival in gastric cancer.

Kobayashi S, Hiwasa T, Ishige T, Kano M,
Hoshino T, Rahmutulla B, Seimiya M, Shimada H
†, Nomura F, Matsubara H, Matsushita K

Cancer science 20210200 112 2 847 858 Original Article

34

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Colorectal Cancer-Derived CAT1-Positive Extracellular Vesicles
Alter Nitric Oxide Metabolism in Endothelial Cells and Promote
Angiogenesis.

Ikeda A, Nagayama S, Sumazaki M†, Konishi M,
Fujii R, Saichi N, Muraoka S, Saigusa D, Shimada
H†, Sakai Y, Ueda K.

Molecular cancer research :
MCR

20210212 Online
ahead of
print

Original Article

35

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Multi-panel assay of 17 tumor-associated antibodies for serological
detection of stage 0/I breast cancer.

Sumazaki M†, Ogata H†, Nabeya Y, Kuwajima A,
Hiwasa T†, Shimada H†

Cancer science 20210219 Online
ahead of
print

Original Article

36

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Prognosis of hemodialysis patients undergoing surgery for gastric
cancer: Results of a multicenter retrospective study.

Sugawara K, Yamashita H, Yajima S†, Oshima Y†,
Mitsumori N, Fujisaki M, Yamazaki K, Otsuka K,
Futawatari N, Watanabe R, Satodate H,
Yoshimoto Y, Nagaoka S, Tokuyama J, Sasaki S,
Seto Y, Shimada H†

Surgery 20210222 Epub
ahead of
print

Original Article

37

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座

Prognostic impact of CEA/CA19-9 at the time of recurrence in
patients with gastric cancer.

Moriyama J†, Oshima Y†, Nanami T†, Suzuki T†,
Yajima S†, Shiratori F†, Funahashi K†, Shimada
H＊†

Surgery today 20210307 Online
ahead of
print

Original Article

38

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座, 医学部 医学科 外科学講座
心臓血管外科学分野（大森）

Radical Esophagectomy Combined with Resection of the Invaded
Descending Aorta for T4 Barrett's Esophageal Carcinoma: A Case
Report

Yajima S†, Suzuki T†, Okuma S†, Fujii T†,
Nanami T†, Oshima Y†, Shiratori F†, Funahashi
K†, Watanabe Y†, Shimada H＊†

Toho Journal of Medicine 20210301 7 1 78 83 Case report

39

医学部 医学科 外科学講座
一般・消化器外科学分野（大森）,
医学部 医学科 臨床腫瘍学講
座, 医学部 医学科 総合診療・
救急医学講座（大森）

Does preoperative low HbA1c predict esophageal cancer outcomes? Kochi R†, Suzuki T†, Yajima S†, Oshima Y†, Ito
M†, Funahashi K†, Shimada H＊†

Annals of thoracic and
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and Gynecology

Osamu Ishihara, Seung Chik Jwa, Akira
Kuwahara, Yukiko Katagiri, Yoshimitsu Kuwabara,
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Mitsuyoshi Suzuki, Visnja Radulovic, Mark van
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（大森）

Landscape of driver mutations and their clinical impacts in pediatric
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（大森）

Pregnancy and delivery in patients with repaired congenital heart
disease: A retrospective Japanese multi-center study
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Circulation Journal 20201125 84 12 2270 2274 Original Article

104

医学部 医学科 小児科学講座
（大森）

Attempts to optimize postinduction treatment in childhood acute
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Kubo, Noriko Motoi, Tadashi Kumamoto, Miho
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Hasegawa, Atushi Manabe, Kentaro Ono, †
Masaki Matsuoka, Yasuhito Arai, Yosuke
Togashi, Tatsuhiro Shibata, Hiroyoshu Nishikawa,
Kazunori Aoki, Noboru Yamamoto, Takahashi
Kohno, Chitose Ogawa

The New England journal of
medicine

20210107 384 1 42 50 Case report

106
医学部 医学科 心身医学講座
（大森）

The risk of eating disorder relapse during pregnancy and after
delivery and postpartum depression among women recovered from
eating disorders

Makino M＊†, Yasushi M, Tsutsui S BMC- Pregnancy and Childbirth 20200527 20 323 323 Original Article

107
医学部 医学科 心身医学講座
（大森）

Effect of relaxation therapy on benzodiazepine use in patients with
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Genetic advances in treating epidermolysis bullosa. Fujita Y, Nohara T, Takashima S, Natsuga K,
Adachi M, Yoshida K, Shinkuma S, Takeichi T,
Nakamura H, Wada O, Akiyama M, Ishiko A†,
Shimizu H:

J Eur Acad Dermatol Venereol, 2021.8.

(2021.3.accepte

d)

35 8 e1625 e1625 Original Article

285

東邦大学医療センター大森病院
形成外科学講座

Cranial Reconstruction Using Antibiotic-Impregnated Calcium
Phosphate Bone Cement With a Titanium Mesh Sheet.

Akihiro Ogino, Miho Nakamichi, Kei Takeda,
Kiyoshi Onishi

The Journal of Craniofacial
Surgery

202007 31 5 1452 1454 Original Article

286

医学部 医学科 内科学講座
呼吸器内科学分野（大森）

Bronchial brushing and diagnosis of pulmonary nontuberculous
mycobacteria infection.

Urabe N, Sakamoto S, Ito A, Sekiguchi R,
Shimanuki Y, Kanokogi T, Motohashi T, Anzai N,
Homma S, Kishi K.

Respiration 20210527 27 1 9 Original Article

287

医学部 医学科 内科学講座
呼吸器内科学分野（大森）

Exophiala dermatitidis pneumonia with bronchiectasis required
prolonged voriconazole treatment.

Sekiguchi R, Urabe N, Sakamoto S, Sasaki M,
Homma S, Kishi K

Respirol Case Rep 20210422 9 6 e00783 Original Article

Volume 2021 |Article ID 4226491 | 

https://doi.org/10.1155/2021/4226491
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医学部 医学科 内科学講座
呼吸器内科学分野（大森）

Rapid recovery achieved by intensive therapy after preterm
cesarean section for worsening COVID-19-induced acute
respiratory failure: A case report and literature review

Ayumu Ito, Eijiro Hayata, Masahiko Nakata,
Tomoyuki Shigeta, Yasuhiko Nakamura†, Kazuma
Kishi†, Hitoshi Yoda, Mineto Morita

Case Rep Womens Health 20210418 30 e00315 Original Article

289

医学部 医学科 内科学講座
呼吸器内科学分野（大森）

New clinical diagnostic criteria for allergic bronchopulmonary
aspergillosis/mycosis and its validation

Koichiro Asano, Akira Hebisawa, Takashi
Ishiguro, Noboru Takayanagi, Yasuhiko Nakamura
†, Junko Suzuki, Naoki Okada, Jun Tanaka, Yuma
Fukutomi, Shigeharu Ueki, Koichi Fukunaga,
Satoshi Konno, Hiroto Matsuse, Katsuhiko
Kamei, Masami Taniguchi, Terufumi Shimoda,
Tsuyoshi Oguma, Japan ABPM Research Program

J Allergy Clin Immunol 20200910 147 4 1261 1268 Original Article

290

医学部 医学科 内科学講座
循環器内科学分野（大森）

Clinical risk factors of thromboembolic and major bleeding events
for patients with atrial fibrillation treated with rivaroxaban in Japan.

Miyamoto S, Ikeda T†, Ogawa S, Kitazono T,
Nakagawara J, Minematsu K, Murakawa Y,
Iwashiro S, Takeichi M, Kidani Y, Okayama Y,
Sunaya T, Sato S, Yamanaka S

Journal of Stroke and
Cerebrovascular Diseases

20200400 29 104584 Original Article

291

医学部 医学科 内科学講座
循環器内科学分野（大森）

Comparing the effects of milrinone and olprinone in patients with
congestive heart failure.

Dobashi S†, Watanabe I†, Nakanishi R†, Hisatake
S†, Kiuchi S†, Kabuki T†, Oka T†, Fujii T†,
Ikeda T†

Heart and Vessels 20200600 35 776 785 Original Article

292

医学部 医学科 内科学講座
循環器内科学分野（大森）

Rhythm versus rate control strategies regarding anticoagulant use
in elderly non-valvular atrial fibrillation patients: Subanalysis of the
ANAFIE (All Nippon AF In the Elderly) Registry.

Yuzawa H†, Inoue H, Yamashita T, Akao M, 
Atarashi H, Koretsune Y, Okumura K, Shimizu
W, Tsutsui H, Toyoda K, Hirayama A, Yasaka M,
 Yamaguchi T, Teramukai S, Kimura T, Kaburagi
J, Takita A, Ikeda T†

Journal of Cardiology 20200700 76 87 93 Original Article

293

医学部 医学科 内科学講座
循環器内科学分野（大森）

Chronic thromboembolic pulmonary hypertension due to popliteal
vein aneurysm.

Tsubono M†, Shimizu K, Sato S, Ito T, Ikeda T† International Medical Case
Reports Journal

20210217 14 101 106 Review

294

医学部 医学科 内科学講座
循環器内科学分野（大森）, 医学
部 医学科 社会医学講座／衛
生学

Association of fine particulate matter exposure with bystander-
witnessed out-of-hospital cardiac arrest of cardiac origin in Japan.

Kojima S, Michikawa T, Matsui K, Ogawa H,
Yamazaki S, Nitta H, Takami A, Ueda K, Tahara
Y, Yonemoto N, Nonogi H, Nagao K, Ikeda T†,
Sato N, Tsutsui H, for the Japanese Circulation
Society With Resuscitation Science Study (JCS-
ReSS) Group

JAMA Network Open 20200417 3 4 e203043 Original Article

295

医学部 医学科 内科学講座
循環器内科学分野（大森）, 医学
部 医学科 外科学講座 一般・
消化器外科学分野（大森）, 医学
部 医学科 内科学講座 血液・
腫瘍学分野（大森）

Early electrocardiographic indices for predicting chronic
doxorubicin-induced cardiotoxicity.

Kinoshita T†, Yuzawa H†, Natori K†, Wada R†,
Yao S†, Yano K†, Akitsu K†, Koike H†,
Shinohara M†, Fujino T†, Shimada H†, Ikeda T†

Journal of Cardiology 20201005 77 4 388 394 Original Article

296

医学部 医学科 内科学講座
循環器内科学分野（大森）, 医学
部 医学科 内科学講座 糖尿
病・代謝・内分泌学分野（大森）,
医学部 医学科 放射線医学講
座（大森）

A prospective randomized study comparing effects of empagliflozin
to sitagliptin on cardiac fat accumulation, cardiac function, and
cardiac metabolism in patients with early-stage type 2 diabetes: the
ASSET study.

Hiruma S, Shigiyama F, Hisatake S†, Mizumura S
†, Shiraga N†, Hori M, Ikeda T†, Hirose T†,
Kumashiro N

Cardiovascular Diabetology 20210200 20 1 32 Original Article
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医学部 医学科 内科学講座
循環器内科学分野（大森）, 医学
部 医学科 内科学講座 神経
内科学分野（大森）

Coronary spastic angina after the administration of intravenous
immunoglobulin in myasthenia gravis: a case report.

Yanagihashi M, Okamoto R, Morioka H, Sawada
M, Matsumoto S†, Ikeda T†, Kano O†

BMC Neurology 20200800 20 1 319 Case report

298

医学部 医学科 内科学講座
神経内科学分野（大森）

Preface: promoting research in PLS: current knowledge and future
challenges

Mitsumoto H, Turner M-R, all Delegates of the
PLS Conference, Senda A-D, Patricia A, Jinsy A,
Estela A, Juan M-S, Suma B, Richard B, Peter B,
Michael B, Sheena C, Robin C, Philippe C, Merit
C, Frank D, Mamede de C, Vivian D, Lauren E,
Pam F-L, Jose A, Eoin F, John F, Mary K,
Christina F, Angela G, Raghav G, Volkan G,
Georg H, Orla H, Matthew H, Ghazala H, Terry
H-P, Bryan H, Annemarie H, Edward H, Omar J,
Kano O†, Kristen K, Matthew K, Kisanuki Y,
Jerome K, Justin K, Dale L, Albert L, Ian M,
Giovanni M, David M, Mitsuya M, Jennifer M,
Sharon N, Bjorn O, Sabrina P, David P, John R,
Kourosh R, Guy R, Stephen S, Teepu S, Nailah S,
Vincenzo S, Zachary S, Jeffrey S, Bryan T, Marka
v-B, Leonard v-d-B, David W, Deborah W,
James W

Amyotrophic lateral sclerosis &
frontotemporal degeneration

20201100 21 1 2

Original Article

(注)

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

№ 講座名 表題 著者・共著者 掲載誌名 発行年月日 巻 号 開始頁 終了頁 論文種別

(注) １ 当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

２ 記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

１ 当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合に
は、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

２ 報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座
等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機
能病院に所属している場合に限る。）

３ 「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

４ 「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

５ 「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。

記載例： Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9 / Lancet. 2015 Dec (オンライン）

６ 「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。
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(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 〇有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 〇有・無

・ 手順書の主な内容

（手順書：見出し抜粋）委員会設置について、医学部長および病院長の責務について、倫理委員

会の役割について、委員ならびに事務に従事する者の責務について、教育・研修について、申請

の手続について、審査事項について、報告について、記録の保存について、審査結果等の公表に

ついて、実施状況の報告、調査・中止および変更命令について、臨時の専門部会の設置について

③ 倫理審査委員会の開催状況 年10回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況

〇有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 〇有・無

・ 規定の主な内容

（手順書：見出し抜粋）設置について、目的について、構成員について、職務について、予算に

ついて、事務について、規程改定について

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況

年10回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 1 回

・研修の主な内容



「APRIN e-ラーニングプログラム」（WEB講習なので、受講は常時可能）

「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針および利益相反について」（WEB動画につき視聴常時可

能）

(注）前年度の実績を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

東邦大学医学部は「良き臨床医の育成」を学是としている。「良き臨床医」とは、患者さんを全人的にかつ高

い技術と適切な態度で診ることができる医師と考えている。卒後2年間の初期臨床研修が修了し、3年目以降は各

自それぞれの専門分野に所属し研修を行うが、この後期臨床研修は、将来の医師としての質を決定する重要な期

間である。

当院では、卒後3年目以降は5年間のレジデント、さらに5年間のシニアレジデントの職位を設け、大学付属病

院においては専門性を求めた研修を行い、教育関連病院においては、それぞれの科の一般性を軸とした研修を行

うことにより、幅広くかつ専門性の高い両輪での教育を実践している。

現在、具体的な後期研修プログラムには19の基本領域の他、多数のコース（口腔外科含む）があり（https://

www.trainee.med.toho-u.ac.jp/kouki/program.htm）、臨床医としての基礎から専門性の高い領域までの教育が

行われ、各分野の認定医・専門医・指導医などの資格を取得できる教育体制を整えている。もちろん、臨床のみ

ならず、研究活動を同時に行い、学位を取得することも可能である。さらに、後輩の教育も重要な責務であり、

医学生や研修医の教育を通じて、「良き臨床医」としての基盤を構築できる研修体制を確立している

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 184.8人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診療科 職 位 臨床経験年数 特記事項

池田 隆徳 内科 教授 35

松裏 裕行 小児科 教授 39

石河 晃 皮膚科 教授 35

根本 隆洋 精神科 教授 26

船橋 公彦 外科 教授 35

高橋 寛 整形外科 教授 33

森田 峰人 産婦人科 教授 38

堀 裕一 眼科 教授 26

和田 弘太 耳鼻咽喉科 教授 25

中島 耕一 泌尿器科 教授 27

周郷 延雄 脳神経外科 教授 33

堀 正明 放射線科 教授 24

武田 吉正 麻酔科 教授 34

澁谷 和俊 病理診断科 教授 38

盛田 俊介 臨床検査 教授 37

本多 満 救急科 教授 38

荻野 晶弘 形成外科 教授 22

海老原 覚 リハビリテーション科 教授 31

瓜田 純久 総合診療科 教授 36

五十嵐 良典 消化器内科 教授 40

池田 隆徳 循環器内科 教授 35



岸 一馬 呼吸器内科 教授 31

名取 一彦 血液内科 准教授 26

弘世 貴久 糖尿病・代謝・内分泌内科 教授 36

酒井 謙 腎臓内科 教授 35

狩野 修 脳神経内科 教授 22

南木 敏宏 膠原病・リウマチ内科 教授 31

船橋 公彦 消化器外科 教授 35

伊豫田 明 呼吸器外科 教授 30

渡邉 善則 心臓血管外科 教授 39

田井中 貴久 小児外科 准教授 22

緒方 秀昭 乳腺外科 教授 33

堀 正明 放射線診断 教授 24

寺原 敦朗 放射線治療 教授 35

端詰 勝敬 心療内科 教授 28

與田 仁志 新生児科 教授 38

田中 耕一郎 東洋医学 准教授 19

関谷 秀樹 口腔外科 准教授 29

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診療科について

は、必ず記載すること。

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブスペシ

ャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブスペシ

ャルティ領域について研修統括者を記載すること。



様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容・研修の期間・実施回数・研修の参加人数

◇ 輸液ポンプ等医療機器に関する研修・3日・107名

◇ BLS・AED研修（看護師）・4.5日（半日計9回）・89名

◇ BLS・AED研修（クラーク、ヘルパーコメディカル等）・3日（90分3回）・18名

◇ インフォームドコンセント：2日（半日2回）・99名

◇ 看護倫理研修Ⅰ・2日（半日2回）・102名

◇ 看護倫理研修Ⅱ・2日（半日2回）・55名

◇ がん看護基礎研修・3日（半日3回）106名

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容：研修の期間（実施回数）：研修の参加人数

◇ メンバーシップ研修：1日（1.5h×4回）・101名

◇ コーチング研修：1日（1回）・36名

◇ コミュニケーション研修：2日（半日2回）・21名

◇ プリセプター研修：1ヶ月（オンデマンド配信）・132名

◇ 看護補助者研修（各種）：4日（半日8回）・69名

◇ 看護管理者研修（各種）：29日（半日29回）・117名

◇ 看護教育担当・指導者研修：4日（半日4回）・94名

◇ セーフティ・マネジメント研修：1日（半日2回）・109名

◇ 院内コンフリクト・マネジメント研修：1 日・8 名

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況）

・研修の主な内容：研修の期間（実施回数）：研修の参加人数

◇第20回大田区臨床薬剤セミナー、2020.10.27、120名

◇第1回心不全トータルケア研究会、2021.2.22、40名

◇緩和ケアオンラインセミナー、第1回9/11、第2回10/9（2回）、第1回2名 第2回3名 計5名

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 〇２．現状
管理責任者氏名 病院長 瓜田純久
管理担当者氏名 医療安全管理部･部長 前村俊満、感染管理部･部長 舘田一博、薬剤部 副部長（

部長代行 松本高広、臨床工学部 次長 元木康裕、総合相談部 部長 廣井直樹、
中央放射線部 次長 大久保卓史、医療情報管理センター 課長補佐 草道裕子、総
務課 事務次長 平松武昌、人事課 課長 樋山恵、医事課 課長 原田将則、医事

課 課長 涌井芳樹

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 総務課 ・書面綴りキャビネット
での施錠保管管理
・電子保存およびターミ
ナルデジット方式にて
分類
・診療記録・診療諸記録
取り扱いに関する規定

※診療録の学外への持出
は原則禁止（「診療記録

・診療諸記録取り扱いに
関する規定」に準ずる）

各科診療日誌 医療情報管理センター

処方せん 医療情報管理センター

手術記録 医療情報管理センター

看護記録 医療情報管理センター

検査所見記録 医療情報管理センター

エックス線写真 医療情報管理センター

紹介状 医療情報管理センター

退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

医療情報管理センター

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 人事課 ・当該規程・規約等に準
じ、担当部門において、
コンピュータ又はファ
イル等により保管、管理
している。

高度の医療の提供の実績 診療科及び総務課

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

診療科及び総務課

高度の医療の研修の実績 診療科及び総務課

閲覧実績 医療情報管理センター

紹介患者に対する医療提供の実
績

医事課

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

薬剤部及び医事課

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医療安全管理部
・当該規程・規約等に準
じ、担当部門において、
コンピュータ又はファ
イル等により保管、管理
している。

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医療安全管理部

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医療安全管理部

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

総務課及び医療安全管理
部



保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

感染管理部
・当該規程・規約等に準
じ、担当部門において、
コンピュータ又はファ
イル等により保管、管理
している。

院内感染対策のための委員会の
開催状況

感染管理部

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

感染管理部

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

感染管理部

医薬品安全管理責任者の配置状
況

薬剤部

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置
状況

臨床工学部および中央放

射線部

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

臨床工学部および中央放
射線部

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

臨床工学部および中央放
射線部

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

臨床工学部および中央放

射線部



保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置状
況

医療安全管理部およ
び総務課

・当該規程・規約等に
準じ、担当部門におい
て、コンピュータ又は
ファイル等により保管
、管理している。

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

総務課及び感染管理
部

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況

薬剤部

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

医療安全管理部

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

医療情報管理センタ

ー

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況

高難度新規医療技術
管理部

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況

未承認新規医薬品等
管理部

監査委員会の設置状況 法人本部および病院
総務課

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況

医療安全管理部

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医療安全管理部

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

総合相談部

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況

医療安全管理部

職員研修の実施状況 医療安全管理部

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況

医療安全管理部およ

び総務課

管理者が有する権限に関する
状況

法人本部および総務
課総務課

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況

法人本部および総務
課

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

法人本部および総務
課

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。



(様式第 6)

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

計画・現状の別 １．計画 〇２．現状

閲 覧 責 任 者 氏 名 事務部総務課 事務次長 平松武昌

閲 覧 担 当 者 氏 名 事務部総務課 課長 安江紀治

閲覧の求めに応じる場所 個人情報管理室

閲覧の手続の概要

病院宛てまたは病院長宛の公文書（書面）による依頼・照会に基づき、閲覧の申込みを受け付

ける。受け付けられた内容に対し、病院長が認めた内容について閲覧を実施する。

なお、閲覧は、管理部署（事務部総務課）職員ならびに関係の教職員が立ち会い、指定の閲覧

場所（個人情報管理室）にて行う。

(注)既に医療法施行規則第 9 条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数 延 0件

閲 覧 者 別 医 師 延 0件

歯 科 医 師 延 0件

国 延 0件

地 方 公 共 団 体 延 0件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。



規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 〇有・無

・ 指針の主な内容：

Ⅰ 総則
Ⅱ 組織および体制
Ⅲ 医療安全管理委員会及び医療事故調査委員会等の設置
Ⅳ 報告等に基づく医療に係る安全確保を目的とした改善方策
Ⅴ 職員研修
Ⅵ 医療事故への具体的対応・対策
Ⅶ 医療従事者と患者との情報共有
Ⅷ 患者等からの苦情・相談への対応
Ⅸ 本指針の見直し

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ 〇有・無 ）【医療安全管理委員会】
・ 開催状況：年 44 回（週1回）
・ 活動の主な内容：

1)重大な問題、医療安全管理委員会において取り扱うことが適当な問題が発
生した場合は、速やかに原因究明のための調査及び分析を行うこと。
原因究明のための調査及び分析は、客観的事実から構造的原因を分析する
ものであり、個人の責任追及を行うものではないことに留意すること。

2)分析の結果を活用した医療安全の確保を目的とした改善方策の立案及び実
施並びに従業者への周知を行うこと。医療安全の確保を目的とした改善方
策の立案及び実施並びに従業者への周知とは、組織としての改善方策を企
画立案及び実施し、医療機関において情報を共有するものであること。

また、改善方策は、背景要因及び根本原因を分析し検討された効果的な
再発防止策等を含むものであること。

3)改善方策の実施状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直しを行うこと
。改善方策の実施状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直しとは、同
様の事故等の発生状況の確認や、医療安全管理委員会の構成員が定期的に
関係部署の巡回を行うなどをして調査を行い、必要に応じて医療安全の知
見に基づいた見直しを行うものであること。

4)必要な検討内容について、患者への対応状況を含め管理者へ報告すること｡

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 2 回

・ 研修の内容（すべて）：

・第1回 全体研修（WEBセミナー）（2,480名：6月）
・第2回 全体研修（WEBセミナー）（2,480名：12～1月）

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施
状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 〇有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

1)院内での医療事故やヒヤリハット、その他報告が必要な事象に遭遇した場
合インシデント・アクシデント支援システム（あんしん君）へ入力し、医
療安全管理部へ報告する。
入院患者の死亡・死産は、院内死亡報告として、院内報告システム（モニ



タ君）へ入力し、医療安全管理部へ報告する。
2)管理者が定める２２項目に該当する症例は、毎日報告（院長報告）として
、院内報告システム（モニタ君）へ入力し、医療安全管理部へ報告する。
その後、医療安全管理上の課題が認められる事例等は、関係者にMMカンフ
ァレンスの開催、また必要時、医療安全報告書の提出を求める。

3)毎週開催される医療安全管理委員会において、あんしん君と毎日報告（院
長報告）で報告され全事例を評価する。その内、改善が必要と思われる事
例については、関係者へ改善策の策定を求める。院内で協議・調整が必要
な改善策は、医療の質統括会議へ提出する。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 〇有・無

・ 指針の主な内容：

骨子「院内感染より患者及び医療従事者の身を守るために、手指衛生及び感染予防策を徹底さ

せる」

１．感染対策に関する基本的考え方

２．感染対策のための委員会等の組織に関する基本的事項

３．感染対策のための従事者に対する研修に関する基本指針

４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針

５．感染症発生時の対応に関する基本方針

６．他病院との連携に関する基本方針

７．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針

８．その他の感染対策の推進のために必要な指針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年12回

・ 活動の主な内容：毎月１回定例として委員会を開催

・厚労省・東京都等からの通達

・感染症報告書の集計報告

・主要菌サーベイランス報告

・抗菌薬使用状況、耐性菌発生件数報告

・ICTラウンド結果報告

・耐性菌警告書発行報告

・マニュアル改定・作成報告

・研修報告

・感染防止対策加算における連携に関する活動報告等を行い、院内感染上問題となる状況やその

徴候について審議。また、衛生委員会、医療安全管理部と連携し、感染対策の推進を図ってい

る。

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年12回

・ 研修の内容（すべて）：

・全職員対象とした全体研修を年2回実施

・新型コロナウイルス感染症の研修

・新規採用者対象の院内感染の基礎知識等

・微生物検査の提出と結果の解釈



・染症診療の基本とＴＤＭ・届出

・静脈注射研修

・耐性菌伝播予防策の知識の習得

・PPE着脱研修

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ 〇有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

・各検査部における各種耐性菌の早期発見

・電子カルテシステムを利用した感染情報の共有

・臨床現場における感染予防策の徹底と耐性菌警告文書の発行

・各種サーベイランスの実施

・病棟・外来・その他施設の環境ラウンド及び耐性菌検出患者のラウンドの実施

・抗菌薬適正使用の教育・推進活動

・感染対策関連マニュアルの見直しと改訂

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 〇有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年11回

・ 研修の主な内容：

・医薬品の有効性・安全性に関する情報
・使用方法に関する事項
・業務手順書に関する事項
・副作用が発生した場合の対応に関する情報

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ 〇有・無 ）
・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

・医薬品の業務手順書の作成
・医薬品の安全使用のための研修
・業務手順書に基づく実施状況の確認・記録
・改善のための方策の実施

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医薬品に係る情報の収集の整備 （ 〇有・無 ）
・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：なし

・ その他の改善のための方策の主な内容：

1)PMDAおよび製薬企業からの医薬品安全情報を速やかに伝達（お知らせの配布・院内ネット（メール
配信）の利用・会議報告）。
2)クオリティマネージャー会議等を通じて報告内容を全職員に閲覧し周知を図っている。
3)院内副作用報告は医薬品情報室で一元化し、薬事委員会で報告後職員にも情報を発信している(13
件)。
以上の情報は、院内イントラネットで職員が全て随時入手できる体制となっている

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 〇有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年163回

・ 研修の主な内容：

・除細動器の院内配置と使用時の留意点について講義

・人工呼吸器の操作、注意事項についての講義および実技指導

・放射線治療装置の操作、注意事項についての講義

・閉鎖式保育器の操作、注意事項についての講義および実技指導

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ 〇有・無 ）
・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

・外部委託(メーカー)定期保守：人工呼吸器、放射線治療装置、血液浄化装置、閉鎖式保育器、

人工心肺装置、補助循環装置

・院 内 実 施 定 期 保 守 ：除細動器、血液浄化装置、輸液・シリンジポンプ

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集
その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ 〇有・無 ）
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：なし

・ その他の改善のための方策の主な内容：
「注射器、その他の容器の使用基準」 改訂：ISO規格対応

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 〇有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況

医療安全・医療の質に関わる担当者を配置し、当院の医療安全を統括する。
当院では安全担当副院長がその役割を担う。

毎週開催される医療安全管理委員会に、医療安全管理部、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管
理責任者、医療放射線安全管理責任者等が参加し、各担当業務の状況を医療安全管理責任者に報告
している。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（6名）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

・医薬品安全管理責任者は、医療法施行規則第９条２０の２第３項第３号イ、ロに掲げる措置を適

切に実施するとともに、その担当者に医療安全管理室専従の薬剤師を配置している。

・医療安全管理室専従の薬剤師を活用し、新規採用職員・中途採用職員に対する医薬品安全使用の

ための教育を実施している。

・医薬品に関する情報の収集・整理は、医薬品情報室に行わせる。

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

・医薬品安全管理責任者は医療安全管理室専従薬剤師に指示し、各部署からの未承認や適応外・禁

忌に使用する医薬品情報を収集し報告を受ける。医療安全管理室専従薬剤師は医療安全管理委員

会にて報告を行う。これらの報告から医薬品安全管理責任者は、必要に応じ医薬品の適正使用に

かかる注意喚起（禁忌等や緊急安全性情報等）を院内全体に行わせ、必要に応じ手順の見直しを

行っている。

・担当者の指名の有無（〇有・無）

・担当者の所属・職種：

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

（所属： ，職種 ） （所属： ，職種 ）

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 〇有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する



規程の作成の有無 （ 〇有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容：医療安全への報告事例において適格な説明がなされているかその都度カルテにて確認してい

る。説明において必須の内容が記載されていない場合は、その都度担当医に連絡し記載をするよう

指導している

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 〇有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：

◇全退院患者の診療録・診療諸記録について確認を行う〔量的監査〕と全診療科の診療録・診療諸

記録について確認を行う〔質的監査〕にて診療録等の記載内容を確認している。

記載内容の監査については、以下の項目を中心に「診療録・診療諸記録監査マニュアル」に則

って確認を行い、不備等があれば当該診療責任者と記載医へ通知を行っている。

【確認項目】：診療記録（検閲状況・経過記録の適時記載等）、インフォームド・コンセント、手

術記録、退院サマリー、書類（入院診療計画書・検査等承諾書・手術承諾書・麻酔承諾書等）

◇主な指導（通知）内容：各項目の未記載・不備、病名の訂正・追加、日付の誤り、略語の訂正、

ＩＣや書類の不備 等

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 〇有・無

・所属職員：専従（１２）名、専任（ ）名、兼任（１１）名

うち医師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（３）名

うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名

うち看護師：専従（３）名、専任（ ）名、兼任（１）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

1)安全管理に関する基本的考え方や組織に関する基本的事項について明示した安全管理のため指

針の策定に関すること

2)インシデント及びアクシデントの実態の把握と、その背景要因の分析と評価に関すること

3)「医療の質」の向上に関すること

4)院長報告基準に該当する事例が発生した場合、診療録その他の記録等が正確かつ十分になされて

いることの確認及び指導、事例の記録、保管に関すること

5)事故発生時の患者や家族の説明など対応状況についての確認、及び事故等の原因究明が適切に実



施されていることの確認及び、指導に関すること

6)医療に係る安全の確保に資する診療状況の把握及び、職員の医療の安全に関する意識の向上の状

況を確認し記録すること

7)医療安全に関わる連絡調整に関すること

8)医療の質統括会議の記録事務に関すること

9)相談窓口等の担当者と密接な連携を図り、医療安全に係る患者・家族の相談に適切に応じる体制

を支援すること

10)定期的に院内を巡回し各部門における医療安全対策の実施状況を把握・分析し、医療安全確保の

ために必要な業務改善等の具体的な対策に関すること

11)安全管理に関わる研修会の企画・運営に関すること

12)医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成及び保存、その他医療安全管理委員会庶

務に関すること

13)安全文化の醸成に関すること

14)その他医療安全の推進に関すること

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（10 件）、及び許可件数（7件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 〇有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 〇有・無 ）

・活動の主な内容：

高難度新規医療技術の導入を行う際には、各診療科から書類で高難度新規医療技術管理部門に申告

する。高難度新規医療技術管理部は内容を確認し、評価委員会での審議が必要か否かを審議する。

評価委員会は管理部とは独立しており、導入の可否、導入の方法を審議しその結果を管理部へ報告す

る。報告を受けた管理部は、評価委員会の結果を評価し、最終的な導入開始の決定を行う。

承認された技術について、患者への説明および有事事象の有無を含め医療行為が適切に行われている

かを評価する。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 〇有・無 ）



・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 〇有・無 ）

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（1件）、及び許可件数（ 0 件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 〇有・無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 〇有・無 ）

・活動の主な内容：

国内未承認の医薬品・医療機器を使用する際には、各診療科から書類で未承認新規医薬品等管理部

に申請を行う。未承認新規医薬品等管理部は内容を確認し、評価委員会での審議が必要か否かを審議

する。評価委員会は使用の可否を検討し管理部へ検討結果を報告する。報告を受けた管理部は、評価

委員会での結果を評価し、最終的な使用開始の決定を行う。使用を認めた医薬品や医療機器について、

患者への説明および医療行為が適切に行われているかをモニタリングし評価する。

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 〇有・無 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 〇有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 472 件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 360 件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

（入院患者が死亡した場合の報告事項）

名称：院内死亡報告

システム：モニタ君

報告内容：入院患者の死亡および死産

対応：担当医は、入院患者の死亡および死産を、医療安全管理部へ報告する。医療安全管理部は、

死亡・死産症例の診療記録を確認し、予期せぬ死亡かどうか、医療行為に起因するかどうかを

確認する。医療安全管理部内の検討結果を、毎週開催される医療安全管理委員会で報告し、必

要な対応等について審議する。



（入院患者の死亡以外の水準）

名称：毎日報告（院長報告）

システム：モニタ君

報告内容：濃厚な処置や治療が必要となる(3b 以上となり得る)22 項目を院長が設定、毎日病棟

等関係部署より発生があったかどうか、あった場合は項目番号が医療安全管理部へ報告され

る。

対応：医療安全管理部内で毎日、現病等による病状の悪化か、予期したものか、加えられた追加

治療は何か、3b以上であるか、等を検討する。医療安全管理部内の検討結果を、毎週開催され

る医療安全管理委員会で報告し、必要な対応等について審議する。

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ 〇有（病院名：日大板橋病院 ）・無）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 〇有（病院名：日大板橋病院 ）・無）

・技術的助言の実施状況

令和 2年度ピュアレビューは COVID-19 のため書面でのレビューとした。

薬剤部内の麻薬や毒薬の保管庫に対する監視カメラの設置の検討・・・現在設置予定で準備中

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況

・体制の確保状況

【体制の確保状況】

窓口の名称 : 総合相談・がん相談支援センター

相談日・時間 : 月曜日から金曜日 9:00 から 17:00

土曜日 9:00 から 14:00

(祝日・第 3 土曜日・年末年始・創立記念日 6/10 は除く)

責任者氏名 : 廣井直樹(医師)

(活動状況等)

●患者等への明示方法

・ポスタ－を 1号館・2号館・3 号館・5 号館入り口付近、各科外来、検査施設等、

全病棟に掲示し案内している。

・病院リ－フレット「総合相談のご案内」を配布用として 9か所に配置している。



・入院受付で配布している「入院のご案内」に掲載している。

・総合相談部入口横にカウンタ－を設け積極的に対応を行っている。

・院内案内図「AO(総合相談部)」場所(窓口)を案内している。

・ホ－ムペ－ジに総合相談部の「主な活動」「相談内容」などを掲載している。

●患者等が不利益を受けないよう適切に配慮の具体的方策

・東邦大学医療センタ－大森病院 総合相談部規約第 14 条(相談情報の秘密保護)の

規定順守。

・ポスタ－、リ－フレット、ホ－ムペ－ジに「個人情報を厳守し、不利益が生じないよう

配慮しています」と記載している。

●相談窓口以外の相談方法

・ご意見箱の設置(22 か所)

・電話相談

・大森病院ホ－ムペ－ジ上にご意見・お問い合わせを受け取れる

入力フォ－ムの設置

⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

・年 2回全体研修 Web セミナー（医療安全・感染管理・病院機能評価・医薬品・IC・医療の倫理・

個人情報保護・RRS などについて）

・新入職者・研修医オリエンテーション

・研修医対象医療安全研修（2回）

・セイフティーマネジメント研修

・東邦大学 3 病院医療安全研修（セイフティマネージャー対象に医療安全・臨床倫理）

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況

・研修の実施状況

管理者（病院長）



【研修時期】令和 2年 10 月 15 日

【研修内容】2020 年度 特定機能病院管理者研修受講（予定）

【主催者名】公益財団法人 日本医療機能評価機構（予定）

医療安全管理責任者：2020 年度未受講

医薬品安全管理責任者

【研修時期】令和 2年 10 月 15 日

【研修内容】2020 年度 特定機能病院管理者研修

【主催者名】財団法人日本医療機能評価機構

医療機器安全管理責任者

【研修時期】 令和 2年 11 月 25 日

【研修内容】 2020 年度 特定機能病院管理者研修

【主催者名】 財団法人日本医療機能評価機構

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

◇ 日本医療機能評価機構 一般病院３ 機能種別版評価項目3rdG：Ver.2.0

（令和3年 1月20日・21日・22日 受審済み）

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

指摘なし

・評価を踏まえ講じた措置

なし

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

東邦大学医学部附属病院長選任規程（内規）（令和3年1月1日 一部改訂）

・特定機能病院の被選任権者については前項に加え医療の安全の確保の

ために必要な資質及び能力（医療安全管理業務の経験や患者安全を第

一に考える姿勢及び指導力を含む）及び組織管理能力等の当該病院を

管理運営する上で必要な資質及び能力（当該病院内外での組織管理経

験を含む）を有する者とする。また、選考に当たって、選考委員会は

、求める資質及び能力についてあらかじめ当該病院のホームページに

公表しなければならない。

・医療安全管理者業務の経験とは、各号のいずれかの業務に従事した経験

を有する者とする。

（１）医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理

責任者の業務

（２）医療安全管理委員会の構成員としての業務

（３）医療安全管理部門における業務

（４）その他上記に準じる業務

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 〇有・無 ）

・ 公表の方法

病院のウェブサイトにて、規程を公表

https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/senkou.html

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 〇有・無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 〇有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 〇有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 〇有・無 ）

・ 公表の方法

病院のウェブサイトにて、規程を公表

https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/senkou.html

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係

炭山 嘉伸 理事長 〇 選任規程による 〇有・無

白井 久己 常務理事 選任規程による 〇有・無

中村 俊一郎 常務理事 選任規程による 〇有・無

高松 研 学長 選任規程による 〇有・無



盛田 俊介 医学部長 選任規程による 〇有・無

五十嵐 良典 病院所属の教授 選任規程による 〇有・無

渡邉 善則 病院所属の教授 選任規程による 〇有・無

中島 耕一 病院所属の教授 選任規程による 〇有・無

田中 耕一郎 病院所属の准教授 選任規程による 〇有・無

木内 俊介 病院所属の講師 選任規程による 〇有・無

小林 七郎 外部委員 選任規程による（利害関係無し） 有・〇無

川村 雅文 外部委員 選任規程による（利害関係無し） 有・〇無



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況

合議体の設置の有無 〇有・無

・合議体の主要な審議内容

診療部委員会（病院意思決定機関）で、病院の運営方針、中期計画、予算及び決算などを審議

する。

・審議の概要の従業者への周知状況

会議の議事録等は院内イントラネットを用いて、各部署で閲覧できる仕組みにしている。

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 〇有・無 ）

・公表の方法

内部規程は院内イントラネットを用いて、各部署で閲覧できる仕組みにしている。

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・〇無 ）

合議体の委員名簿

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

診療部委員会名簿 別紙参照



診療部委員会 委員会名簿 更新日：2021/9/25

委員会NO.1

 診療部委員会

役職 氏名 規約構成（選出根拠） 所属

委員長 瓜田　純久 病院長 病院長

委員 船橋　公彦 副院長 副院長

委員 酒井　謙 副院長 副院長

委員 中島　耕一 副院長 副院長

委員 小原　雅子 副院長 副院長

委員 瓜田　純久 各科診療責任者 総合診療内科

委員 島田　長人 各科診療責任者 総合診療外科

委員 五十嵐　良典 各科診療責任者 消化器内科

委員 船橋　公彦 各科診療責任者 消化器外科

委員 池田　隆徳 各科診療責任者 循環器内科

委員 渡邉　善則 各科診療責任者 心臓血管外科

委員 岸　一馬 各科診療責任者 呼吸器内科

委員 伊豫田　明 各科診療責任者 呼吸器外科

委員 弘世　貴久 各科診療責任者 糖尿病･代謝･内分泌センター

委員 酒井　謙 各科診療責任者 腎センター

委員 狩野　修 各科診療責任者 脳神経内科

委員 周郷　延雄 各科診療責任者 脳神経外科

委員 南木　敏宏 各科診療責任者 膠原病科

委員 松裏　裕行 各科診療責任者 小児科

委員 田井中　貴久 各科診療責任者 小児外科

委員 松裏　裕行 各科診療責任者 小児循環器科

委員 名取　一彦 各科診療責任者 血液･腫瘍科

委員 緒方　秀昭 各科診療責任者 乳腺･内分泌外科

委員 端詰　勝敬 各科診療責任者 心療内科

委員 根本　隆洋 各科診療責任者 精神神経科

委員 荻野　晶弘 各科診療責任者 形成外科

委員 高橋　寛 各科診療責任者 整形外科

委員 森田　峰人 各科診療責任者 産婦人科

委員 石河　晃 各科診療責任者 皮膚科

委員 中島　耕一 各科診療責任者 泌尿器科

委員 堀　　裕一 各科診療責任者 眼科

委員 和田　弘太 各科診療責任者 耳鼻咽喉科

委員 堀　　正明 各科診療責任者 放射線科

委員 武田　吉正 各科診療責任者 麻酔科

委員 田中　耕一郎 各科診療責任者 東洋医学科

委員 与田　仁志 各科診療責任者 新生児科

委員 海老原　覚 各科診療責任者 リハビリテーション科

委員 関谷　秀樹 各科診療責任者 口腔外科

委員 渋谷　和俊 各科診療責任者 病理診断科

委員 鷲澤　尚宏 中央診療部門 栄養治療センター

委員 中村　陽一 中央診療部門 緩和ケアセンター

委員 菊池　由宣 中央診療部門 化学療法センター

委員 本多　満 中央診療部門 救命救急センター



診療部委員会 委員会名簿 更新日：2021/9/25

委員会NO.1

 診療部委員会

役職 氏名 規約構成（選出根拠） 所属

委員 島田　英昭 中央診療部門 がんセンター

委員 渡邉　善則 中央診療部門 大動脈センター

委員 永尾　光一 中央診療部門 リプロダクションセンター

委員 松田　尚久 中央診療部門 内視鏡部

委員 本多　満 中央診療部門 集中治療部

委員 池田　隆徳 中央診療部門 心血管インターベンション部

委員 池田　隆徳 中央診療部門 不整脈センター

委員 酒井　謙 中央診療部門 人工透析部

委員 島田　長人 中央診療部門 褥瘡ケアチーム

委員 五十嵐良典 中央診療部門 先端健康解析センター

委員 武田　吉正 中央診療部門 移植医療支援部

委員 片桐　由起子 中央診療部門 臨床遺伝診療部

委員 盛田　俊介 中央施設部門責任者 臨床検査部

委員 永井　英成 中央施設部門責任者 臨床生理機能検査部

委員 船橋　公彦 中央施設部門責任者 中央手術部

委員 堀　　正明 中央施設部門責任者 中央放射線部

委員 塩野　則次 中央施設部門責任者 臨床工学部

委員 塩野　則次 中央施設部門責任者 輸血部

委員 松本　高広 中央施設部門責任者 薬剤部

委員 鷲澤　尚宏 中央施設部門責任者 栄養部

委員 渋谷　和俊 中央施設部門責任者 病院病理部

委員 高橋　寛 中央施設部門責任者 メディカルフォトセンター

委員 松裏　裕行 中央施設部門責任者 医療情報管理センター

委員 中島　耕一 中央施設部門責任者 地域医療支援センター

委員 松裏　裕行 中央施設部門責任者 保険医療指導部

委員 南木　敏宏 中央施設部門責任者 治験・臨床研究管理部

委員 狩野　修 中央施設部門責任者 国際医療支援部

委員 大島　勝 事務部長 事務部長

委員 前村　俊満 委員長指名 医療安全管理部

委員 宮﨑　泰斗 委員長指名 感染管理部

委員 廣井　直樹 委員長指名 総合相談部

委員 高井　雄二郎 委員長指名 電子情報委員会

委員 原　規子 委員長指名 羽田空港クリニック

委員 並木　温 委員長指名 卒後臨床研修/生涯教育センター



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 〇有・無 ）
・ 公表の方法

病院ウェブサイト（https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/tokutei.html）
および院内細則

・ 規程の主な内容

管理者が病院の管理・運営に必要な指導力を発揮できる内容、有する権限を記載している。

＜一部抜粋＞

管理者は、前項に定めるもののほか、次の各号に掲げる事項に関する職務を行う。

（１）医療安全管理について、十分な知見に基づく高度な医療安全管理体制の確保

（２）高度かつ先進的な医療の提供

（３）病院組織の総合的な状況把握と、これらを含めた適切な病院の管理及び運営

（４）高度の医療技術の研究、開発及び評価

（５）学生、医師、関連医療職の医療に関する教育及び研修等の実施

（６）地域医療機関との連携

（７）診療及び病院の運営等に関する諸記録の適正な管理

（８）病院に関する経営情報等の把握と経営状況の改善

（９）病院情報システムの管理

（10）病院の個人情報の管理

（11）病院の事業計画、中期計画、予算の策定及び管理

（12）病院の施設整備及び改善

（13）病院に勤務する職員の労働環境及び労働条件の改善

（14）理事会への病院部門の意向提言及び病院職員への経営方針等重要事項の周知

（15）理事長から特別に委任された事項

（16）その他の病院運営に関する重要な事項

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割
別紙参照（執行部担当表）

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況
院内研修として、将来構想若手勉強会の開催
外部研修として、医事研究会、医療安全研修などへ参加している。



執行部担当表（2021.8.修正版）

2021年7月1日現在　院長室

職名 氏名 担当
01 病院運営審議会
04 院内選考委員会
07 医療の質統括会議
13 薬事委員会
14 新規診療材料購入委員会
37 心肺蘇生委員会
41 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ委員会
35 臨床修練委員会

◎安全管理統括 07 医療の質統括会議
〇医療安全・医療の質 09 医療安全管理委員会
◎教育統括 52 特定行為業務管理委員会
◎病床運営 10 がんｾﾝﾀｰ運営委員会
〇中央手術部運営 8 中央手術部運営委員会
◎診療・当直関係 04 院内選考委員会
◎院内感染統括 013 院内感染対策委員会
◎労働安全衛生統括 26 働き方改革検討委員会

29 医療ガス安全管理委員会
31 院内廃棄物管理委員会
42 衛生委員会
46 院内清掃環境委員会
16 栄養委員会

◎病院機能評価受審関係※ 将来構想委員会
◎業務管理統括 18 臨床検査検討委員会
◎地域連携・救急 20 地域医療支援センター運営委員会

〇病床調整 47 広報委員会
◎ハラスメント 〇羽田診療を含む
〇労働安全衛生 26 働き方改革検討委員会（運審推薦：外科）

◎予算 ※ 医学部予算委員会
◎看護担当 4 看護師長会議
◎病床運営 43 レクリエーション委員会
◎特定行為関係 52 特定行為業務管理委員会
◎業務関係 2 医局長会議

3 業務管理会議
24 輸血療法委員会

◎検診関係 21 検診センター運営委員会　
・放射線安全管理
◎倫理関連 02 大森病院倫理委員会

18 先進医療委員会
19 TDM委員会
05 治験審査委員会

◎国際医療支援統括 50 国際医療支援部運営委員会
◎教育関連 33 院内教育委員会

34 院内研修運営委員会
35 臨床修練委員会
36 研修管理委員会
40 ｢からだのとしょしつ｣運営委員会

◎外来・病棟運営 6 外来運営委員会
7 病棟運営委員会

◎保育園運営 ※ 保育園運営委員会
◎医療安全 9 医療安全管理委員会
◎総合相談 12 総合相談部運営委員会

38 患者サービス・サポート委員会

◎個人情報 11 未承認新規医薬品等評価委員会
25 個人情報保護委員会　
15 ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽ委員会
28 電子情報委員会

◎感染管理 013 院内感染対策委員会

◎事務部管理 5 事務部課長会議
29 医療ガス安全管理委員会
31 院内廃棄物管理委員会
32 防災対策委員会 

事務部長
オオシマ　マサル

大島　勝
事務部 部長

院長補
佐

タカイ　ユウジロウ

髙井　雄二郎 呼吸器内科 准教授

院長補佐
ミヤザキ　タイト

宮﨑　泰斗
感染管理部院内講師

院長補佐
ﾎﾘ　ﾕｳｲﾁ
堀　裕一

眼科 教授

院長補佐
マエムラ　トシミツ

前村　俊満
医療安全管理部准教授

院長補佐
スゴウ　ノブオ

周郷　延雄
脳神経外科 教授

院長補佐
ナンキ　トシヒロ

南木　敏宏 膠原病科 教授

副院長 ナカジマ　コウイチ

中島　耕一 泌尿器科 教授

副院長 オバラ　マサコ

小原　雅子 看護部 部長

副院長 フナハシ　キミヒコ

船橋　公彦
消化器外科 教授

副院長 サカイ　ケン

酒井　謙 腎ｾﾝﾀｰ 教授

所属 主催会議･委員会（規約要件）

病院長
ウリタ　ヨシヒサ
瓜田　純久

総合診療内科 教授



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況

監査委員会の設置状況 〇有・無

・監査委員会の開催状況：年２回

・活動の主な内容：

◇委員会は、当該病院における医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、

医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者等の業務状況について、管理者等から報告を

求め、または必要に応じて自ら確認を実施する。医療安全に関する研修報告、事故事例報告、

医療安全運営改善報告などがこれにあたる。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 〇有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ 〇有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ 〇有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 〇有・無 ）

・公表の方法：

病院ウェブサイトにて公開

https://www.omori.med.toho-u.ac.jp/byoin/evaluation/audit.html

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

梅田 勝 東京工科大学

医療保健学部

学部長（医師）

〇 医療に係る安

全管理に関す

る識見を有す

る者

有・〇無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者

小林 七郎 弁護士（東京弁

護士会）

法律に関する

識見を有する

者

有・〇無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者

岩本 裕 ＮＨＫチーフ

・プロデューサ

ー

医療メディア

に関する識見

を有する者

有・〇無 医療を受ける者その他

の医療従事者以外の者

高松 研 東邦大学 学長

（医師）

医療に関する

識見を有する

者

〇有・無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者

盛田 俊介 東邦大学医学

部 学部長

（医師）

医療に関する

識見を有する

者

〇有・無 医療に係る安全管理又

は法律に関する識見を

有する者その他の学識

経験を有する者

有・無



（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容

法人本部監査室

・ 専門部署の設置の有無（ 〇有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ 〇有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 〇有・無 ）

・ 公表の方法
学内ポータルサイト



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況

◇理事会（法人）

理事会は、病院の予算執行状況等、管理運営に関する重要事項について監督する

・ 会議体の実施状況（ 年11回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 〇有・無 ）（ 年11回 ）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 〇有・無 ）

・ 公表の方法 学内ポータルサイト

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：理事会

会議体の委員名簿

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

理事会名簿 別紙参照 有・無

有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



令和3年9月1日現在

理事長 炭山  嘉伸

常務理事 白井  久己

常務理事 中村  俊一郎

理事 高松  研

理事 盛田  俊介

理事 田中  芳夫

理事 古田  寿昭

理事 岸  恵美子

理事 瓜田  純久

理事 小家  一彦

理事 岩渕  聡

理事 多田  周右

理事 酒井  康弘

理事 額田  均

理事 加藤  裕芳

理事 吉田  茂雄

理事 大島  範子

監事 西込  明彦

監事 山田  眞之助

学校法人東邦大学  役員（理事・監事）名簿



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 〇有・無 ）

・通報件数（令和 2年度：0 件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 〇有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 〇有・無 ）

・周知の方法

全体研修および各種会議にて報告、院内通知文での発信



(様式第 7)

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

1 果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 〇有・無

・情報発信の方法、内容等の概要

◇ 地域連携学術セミナーを年１回開催し、当院の診療内容・方針を理解していただき、

地域医療機関との医療連携促進に役立てているが、前年度は新型コロナウイルス感染対策

により集会形式での開催は中止とした。しかしながら、参加者向けの講演者動画を撮影・配

信した。

◇ 公開講座を実施し、一般の方に対して、広く情報発信を行っている。年間10回開催を計画

していたが、新型コロナウイルス感染対策に開催は中止した。

◇ 広報誌「The Expert」を月に１回発行し、当院の診療科医師などの紹介、診療内容につい

て広く情報発信を行っている。

2 複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 〇有・無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

◇ 組織横断的なチームを形成することで、複数の診療科・多職種の職員が連携して、従前より

診療対応に当たっている。呼吸ケア、褥瘡ケア、認知症ケアチーム、周術期センター等がこ

れにあたる。
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